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蓮
は
古
来
の
画
題
で
あ
り
そ
れ
を
描
い
た
名
画
が
多
い。

そ
の

花
は
清
浄
無
垢、

ま
た
枯
れ
て
は
寂
蓼
の
情
を
も
た
ら
す。

千
葉
は
古
代
蓮
の
種
が
発
掘
さ
れ
現
代
に
命
を
復
活
し
た
町
で

あ
り、
奇
し
く
も
千
葉
市
美
術
館
は
古
に
は
蓮
池
（
は
す
い
け）

と
呼
ば
れ
蓮
の
漂
う
池
を
埋
立
て
た
と
い
う
い
わ
れ
の
繁
華
街

に
位
置
す
る。

音
通
す
る
s
ire
n
は
美
声
を
し
て
船
乗
り
を
誘

惑
し
難
破
さ
せ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
海
の
精
で
あ
る。

蓮
を
採

る
が
如
く
古
今
の
美
を
紡
ぎ、

妖
精
の
如
く
人
を
魅
惑
す
る
芸

術
に
就
い
て
論
ず
べ
く
本
誌
の
題
を
定
め
た。

採
蓮
の
い
わ
れ

千
葉
市
美
術
館

4
 



The Implication of "Siren" 

The lotus has been the theme of painting, and there many master works which delineate it. Its flower 

is pure and innocent, and gives the feeling of loneliness and silence after it is withered. Chiba is where 

ancient lotus was discovered and its life was reinstated. Coincidentally, the Chiba City Museum of 

Art is located on a street made by reclaiming the lotus field called Lotus Pond (Hasu-ike) in ancient 

times. Siren has same phonetic expression as Siren in Greek mythology who lured mariners to their 

destruction. The name of the bulletin was decided with the intention to weave the beauties of both 

present and ancient times as if harvesting the lotus and to discuss the arts which lure us like a siren. 

Chiba City Museum of Art 
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江
戸
時
代
後
期、

大
名
家
に
生
ま
れ、

諸
芸
を
嗜
み、

絵
事
に
比
重
を
傾
け
て
は
「

江
戸

琳
派」

を
大
成
し
た
と
今
日
あ
ら
た
め
て
の
人
気
が
高
ま
る
酒
井
抱
一
(
-

七
六
一

＼
一

八

二
九）
。
「

江
戸
琳
派」

や
酒
井
抱
一

に
関
す
る
一

般
の
認
知
度
は
以
前
と
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
上
が
っ
て
お
り、

生
誕
二
百
五
十
年
を
迎
え
た
本
年、

各
地
で
「

琳
派」

に
関
す
る
催

し
が
再
び
活
況
を
呈
し
て
い
る。

本
稿
は、

当
館
に
お
い
て
も
本
年
秋
の
展
覧
会
を
準
備
中
で
あ
る
酒
井
抱
一

と
江
戸
琳
派

に
関
す
る
新
資
料
紹
介
の
一

と
し
て、
一

時
期
の
抱
一

と
そ
の
周
辺
の
活
動
を
輪
切
り
に
し

て
見
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る。

抱
一

に
と
っ
て
重
要
な
画
期
と
な
る
年
は
も
ち
ろ
ん

い
く
つ
か
在
る。

寛
政
九
年（
一

七
九
七）
の
出
家（
三
十
七
歳）
、

文
化
六
年(
-

八
0
九）
の

下
谷
根
岸
へ
の
移
住
（
四
十
九
歳、

そ
こ
が
終
の
棲
家
と
な
る）
、

文
化
十
二
年(
-

八
一

五）

の
光
琳
百
年
忌
の
一

大
事
業（
五
十
五
歳）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が、

庵
居
に
「

雨
華
奄」

の

額
を
掲
げ、

文
政
十
一

年
に
没
す
る
ま
で
の
文
政
期
は、

画
名
も
上
が
り、

代
表
作
を
生
み

出
し
な
が
ら
多
様
な
作
品
群
を
残
し
た
充
実
の
晩
年
で
あ
っ
た。

こ
こ
に
取
り
上
げ
よ
う
と

す
る
の
は、

ち
ょ
う
ど
そ
の
半
ば
の
文
政
六
年(
-

八
二
三）
、

抱
一

六
十
三
歳
の
こ
と
で
あ

る。 文
政
六
年
の
酒
井
抱
一

と
雨
華
庵

乾
山
顕
彰
の
年

抱
一

に
と
っ
て
そ
れ
は
ま
ず、

光
琳
に
続
き
尾
形
乾
山
を
顕
彰
す
る
記
念
的
な
年
と
な
っ

た。
時
期
は
不
明
だ
が、

抱
一

は
乾
山
の
箱
書
の
あ
る
硯
箱
の
外
箱
の
み
を
入
手
し
た
ら
し

い
。

こ
の
箱
の
蓋
表
に
は
「

研
蛮

住
吉
濱」

と
あ
り、

蓋
裏
に
は
伊
勢
物
語
に
あ
る
和
歌

「

か
り
な
き
て
／
菊
の
花
咲
秋
は
あ
れ
と
／
春
の
海
邊
に
／
す
み
よ
し
の
濱」

が
記
さ
れ
て

い
た。

こ
の
箱
を
活
用
す
べ

く
自
ら
の
意
匠
下
絵
に
よ
る
蒔
絵
硯
箱
一

式
を
「

竹
内
の
何

某」

に
作
ら
せ、

さ
ら
に
新
た
に
外
箱
を
作
っ
て
二
重
箱
と
し
た。

そ
の
外
箱
の
蓋
裏
に
以

上
の
経
緯
を
記
し
た
の
が、

こ
の
文
政
六
年
の
仲
夏
五
月
で
あ
っ
た。

こ
の
一

式
は
の
ち

に、

抱
一

と
親
し
く
乾
山
愛
好
者
で
あ
っ
た
行
田
の
呉
服
商
・

大
沢
永
之
に
懇
願
さ
れ
て
譲

っ
た
ら
し
い
。

昭
和
二
年、

相
見
香
雨
の
「

抱
一

上
人
年
譜
稿」（
註
1
)

に
紹
介
さ
れ
た
時
点

で
は、

子
孫
で
あ
る
大
沢
久
三
氏
が
受
け
継
ぎ
所
蔵
し
て
い
た
が、

昭
和――一
年
三
月
開
催
の

売
立
目
録
『
武
州
行
田
百
花
淵
大
沢
家
蔵
品
展
観』

に、

硯
箱
一

式
の
ほ
か
外
箱
や
抱
一

の

譲
り
状
ま
で
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る。

抱
一

が
作
ら
せ
た
蒔
絵
硯
箱
は、

こ
の
歌
の
意

を
汲
ん
だ
雁
と
菊
の
デ
ザ
イ
ン
で、

鉛
や
螺
細
を
用
い、

光
琳
蒔
絵
様
式
を
翻
案
し
つ
つ
花

や
葉
の
重
な
り
を
立
体
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
り、

見
返
し
は
波
に
雁、

さ
ら
に
「

抱
一

画
墨」

と
あ
る
墨
も
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る。

近
年、

抱
一

が
記
し
た
こ
の

「

竹
内
の
何
某」

が
竹
内
生
司
で、

幕
府
の
細
工
所
に
お
い
て
仕
手
頭
支
配
下
で
働
く
蒔
絵

松

尾

知

子



で
あ
る。

さ
ら
に、
『
光
琳
百
図』

に
な
ら
う
形
式
で
『
乾
山
遺
墨』

の
編
纂、

出
版
へ
と
動
い
た。

茶
席
で
知
っ
た
こ
と、

早
速
墓
参、

あ
る
い
は
没
後
八
十
一

年
の
奇
縁
な
ど、

い
き
さ
つ
は

む
し
ろ
こ
の
『
乾
山
遺
墨』

の
自
跛
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る。

抱
一

は、

墓
参
し
て
草
庵
に
帰

り
「
そ
の
遺
墨
を
写
し
置
け
る
を
文
庫
の
う
ち
よ
り
撰
出
し
て
一

小
冊
と
な
し、

緒
方
流
の

余
光
を
あ
ら
わ
し、

追
福
の
心
を
な
さ
ん
と」

し
た
の
だ
と
語
る。

日
頃
書
き
留
め
て
お
い

た
乾
山
画
の
写
し
が
雨
華
庵
に
あ
っ
た
と
表
明
し
て
い
る
よ
う
だ。

図
l

師
で
あ
る
こ
と
や、

現
在
に
伝
わ
る
作
例
も
四
点、

初
め
て
紹
介
さ
れ
た（
註
2
)。

文
政
六
年

と
い
え
ば
既
に
抱
一

下
絵、

羊
遊
斎
の
蒔
絵
の
品
々
が
大
作
も
含
め
て
制
作
さ
れ
て
い
た
頃

そ
し
て
十
月
の
こ
と、

抱
一

は、

古
筆
了
判
の
茶
会
の
席
で、

偶
然
乾
山
の
墓
が
下
谷
坂

本
町
の
善
養
寺
に
あ
る
の
を
知
る。

か
ね
て
よ
り
探
し
て
い
た
乾
山
の
墓
が
近
く
に
あ
る
と

早
速
墓
参。

そ
し
て
大
沢
永
之
と
相
談
し
て、

そ
の
墓
の
近
く
に
「
乾
山
深
省
蹟」

と
彫
っ

た
碑
を
建
立
し
た
【
図
1
】。

裏
の
銘
文
に
は、

八
十
一

歳
で
没
し
た
乾
山
の
墓
を、

八
十

一

年
後
に
見
出
し
た
こ
と
の
因
縁
や、
「
大
沢
永
之
主
人
の
此
翁
の
志
深
く、

又
野
柄
が
光

琳
の
ち
な
み
有
れ
ハ
共
に
力
を
添
て」

建
碑
し
た
の
だ
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ、

末
尾
に
は

「
文
政
癸
未
冬
日

雨
華
道
人
抱
一

誌」

と
あ
る。

こ
の
跛
文
に
は
や
は
り
「
文
政
六
年
癸
未
十
月」

と
の
日
付
が
あ
る
が、
『
乾
山
遺
墨
』

の
完
成
は
翌
年
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

翌
年
の
六
月
三
日
付
と
推
定
さ
れ
る
大
沢
永
之

宛
書
状
が
伝
来
し
た
ら
し
く、

そ
こ
に
「
小
図
も
出
来
居
候
ま
ま
先
つ
さ
し
上
候」

と
記
さ

れ
て
い
る
の
は
こ
の
『
乾
山
迫
嬰』

を
指
し、

翌
年
の
六
月
二
日
の
光
琳
乾
山
忌
に
間
に
合

う
よ
う
に
で
き
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
も
あ
る（
註
3
)。

乾
山
没
後
八
十
一

年
と
い
う
縁
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う。

は
じ
め
は
配
り
本
と
さ
れ、

次
印
本

が
出
さ
れ
た。

そ
の
間
の
状
況
は
明
ら
か
で
は
な
い
が、

初
版
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た

も
の
に、

東
京
芸
術
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
本
が
あ
る。

こ
れ
は、

自
跛
署
名
の
終
わ
り
に

「
文
詮」

朱
文
瓢
印
が
あ
り、

乾
山
墓
碑
の
写
し
の
中
で
乾
山
の
没
年
が
「
寛
保
三
癸
亥」

で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
二
」

年
と
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た（
註
4
)。

さ
ら
に
こ

れ
ま
で
未
紹
介
で
あ
っ
た
一

本
に
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
本
が
あ
る。

一

部
錯
簡
が
あ
る

が、

芸
大
本
と
同
じ
く、

光
琳
絵
付
の
角
皿
の
図
に
印
が
あ
り、

菊
の
向
付
な
ど
に
は
繊
細

な
色
刷
り
が
施
さ
れ
る
な
ど、

次
印
本
と
か
な
り
違
う
特
徴
が
あ
る。

そ
の
表
紙
は、
『
屠

龍
之
技』

の
初
印
本
と
さ
れ
る
天
理
図
書
館
所
蔵
本
の
そ
れ（
註
5
)

と
同
種
の
も
の
と
見
ら
れ

る。『
乾
山
遺
墨』

に
写
さ
れ
た
乾
山
画
を
め
ぐ
っ
て
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
難
し

い
問
題
を
卒
む（
註
6
)

が、
『
乾
山
遺
墨』

に
収
載
の
原
画
ら
し
き
乾
山
画
の
中
に、
「
抱
一

審

定」

と
の
箱
書
等
が
あ
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
の
は
事
実
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
作
品
を
日
頃

写
し
置
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う。

以
上
に
加
え
て、

近
年、

乾
山
の
《
花
籠
図
》
（
福
岡
市
美
術
館
蔵）
を
写
し
た
抱
一

の
作

品
《
乾
山
写
花
籠
之
図
》

が
出
現
し
た
【
図
2
】。

本
作
品
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
に
譲

り
た
い
が、

原
画
と
『
乾
山
遺
墨』

所
載
の
図
に
加
え
て、

抱
一

画
を
比
較
で
き
る
興
味
深

い
例
と
な
る。

乾
山
の
花
籠
闘
に
は、
「
花
と
い
へ
は
千
種
な
が
ら
に
あ
だ
な
ら
ぬ
色
香
に

う
つ
る
野
辺
の
露
か
な」

と
い
う
三
条
西
実
隆
の
歌
集
『
雪
玉
集』

に
収
載
さ
れ
た
秋
の
歌

が、

乾
山
自
身
に
よ
り
書
き
散
ら
さ
れ
て
い
る（
註
7
)

が、

抱
一

も
こ
れ
を
写
し
て
い
る。

絵

8
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も
図
2

酒
井
抱

乾
山
写
花
籠
之
図

の
題
材
は
等
し
い
が
細
部
や
趣
に
は
か
な
り
違
い
が
あ
り、
そ
の
表
現
内
容
は
原
画
を
忠
実

に
写
そ
う
と
し
た
と
い
う
よ
り、
む
し
ろ
抱一
自
身
の
絵
と
し
て
悠
然
と
描
か
れ
て
い
る
こ

と
を
特
に
指
摘
し
て
お
き
た
い。
落
款
は
「
紫
翠
深
省
翁
意
／
雨
花
抱一
蓋」、

朱
文
外
郭

鼎
印
「
雨
華」
に
加
え、
「
文
政
癸
未
乾
山
追
福
之一
」
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る。
現
在
ま
で
に
こ
の
印
の
あ
る
作
例
は
他
に
知
ら
れ
て
い
な
い。
乾
山
画

に
な
ら
っ
て
描
き
追
福
と
す
る
と
い
う
積
極
的
な
行
為
が、
こ
の
年
を
記
念
の
年
と
し
て
行

わ
れ
た
可
能
性
が
新
た
に
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る。
酒
井
鶯
蒲（一
八
0
八
＼一
八
四一
）
の

箱
書
が
あ
る
の
も
珍
し
い
部
類
に
な
ろ
う。
鶯
蒲
は
早
世
し
て
お
り、
抱一
没
後
の
活
躍
は

わ
ず
か
十
二
年
で
あ
る。

本
図
は
「
天
下
の
糸
平」
と
い
わ
れ
た
田
中
家
の
伝
来
で
あ
る
こ
と
が
付
属
の
書
付
に
伝

え
ら
れ
る
が、
昭
和
四
年
五
月
の
蓬
莱
庵
の
売
立
目
録
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た。
掲
載
の
他
の
作
品
を
見
る
と、
現
在
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
の
方
祝
印
が
あ
る
が
実
は

孤
村
の
落
款
が
隠
さ
れ
て
い
た
四
季
草
花
図
を
は
じ
め、

雨
華
庵
四
世
で
あ
る
酒
井
道一

（一
八
四
五
＼一
九―
――-)
の
箱
書
な
ど
が
備
わ
っ
た
作
例
が
多
い
よ
う
で、
何
か
の
関
係
が

あ
っ
た
も
の
か。
疑
問
の
感
じ
ら
れ
る
作
例
も
散
見
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
な
か
に、
本
図
が
ど

の
よ
う
な
い
き
さ
つ
を
以
て
含
ま
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
が、
道一
の
使
用
例
が
あ
り
雨
華
庵

に
引
き
継
が
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
の
「
雨
華」
印
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
事
情
も

こ
の
辺
り
に
絡
む
の
か
も
し
れ
な
い。

抱一
の
俳
諧
記
録
で
あ
る
『
軽
挙
観
句
藻』
全
二
十
巻（
＋
冊、
静
嘉
堂
文
庫
蔵。
以
下

『
句
藻』
と
す
る）
の
う
ち、

文
政
六
年
に
該
当
す
る
の
は、
「
う
＜
ゐ
す
笛」「
や
ぶ
と
り」

の
巻
で
あ
る。
前
書
が
あ
り
句
の
成
立
事
情
が
知
ら
れ
る
た
め
に
伝
記
調
査
に
も
役
立
つ
こ

と
が
よ
く
知
ら
れ
る
本
書
か
ら、
一
年
の
概
略
を
記
し
て
み
よ
う。

こ
の
年
は
未
年。
春
興
の
六
句
に
続
い
て、
狂
歌
を一
首
「
お
し
な
べ
て
書
家
も
重
か
き

も
紙
を
喰
ふ

羊
の
と
し
の
春
そ
め
て
た
き」
と
認
め
て
い
る。
例
年
の
よ
う
に
歳
日一
の
画

賛
も
七
句
害
き
留
め、
ま
た、
坂
昌
成
の
発
句
会
に
望
ま
れ
て
「
初
花」
の
兼
題
で一
旬
詠

ん
だ。三

月
六
日、

東
叡
山
に
行
く。
三
月
十
二
日、
大
黒
屋
庄
六
の
改
名
を
祝
っ
て一
句。
同

日
に
は
「
隅
田
川
に
て」
と
し
て
詠
歌。

大
黒
屋
庄
六
は、

吉
原
角
町
の
遊
女
屋
の
主
人

で、
か
の
十
八
大
通
の一
人
で
あ
っ
た。
三
月
は
二
十
二
日
以
降
も、

浅
草
の
三
社
権
現

（
浅
草
神
社）
祭
礼
で一
句、
ま
た、
谷
中
の
感
應
寺
に
て
の一
句
を
は
じ
め、
五
月
ま
で
に

四
十
二
首
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る。

六
月
は、
一
日
に
抱
儀
の
も
と
よ
り
加
賀
殿
の
雪一
籠
が
贈
ら
れ
て
「
御
手
紙
は
跡
に
て

ひ
ら
く
氷
室
哉」
ほ
か
の
句
を
詠
ん
だ。
守
村
抱
儀(-
八
0
五
＼
六
二）
は、
浅
草
蔵
前
の

札
差
で、
絵
を
抱一
に
学
び、
俳
諧
を
よ
く
し
て
数
種
の
著
作
も
あ
る。
ほ
か
全
十
九
首
が

書
き
留
め
ら
れ
て
い
る。

七
月
は
乞
巧
奨
と
し
て
六
句
の
ほ
か、
こ
の
七
夕
の
夜、
琵
琶
を
描
い
て
星
に
手
向
け
て

一
句
「
よ
し
原
は
引
け
四
つ
の
緒
の
ほ
し
迎
ひ」
と
詠
ん
だ。
ま
た、
雉
啄
が
姥
捨
の
月
見

俳
諧
に
み
る
H
々
の
活
動

，

 



に
行
く
の
に
あ
た
り
一

句、

餞
け
と
し
て
送
っ
て
い
る。

煉
捨
は
田
毎
の
月
で
有
名
な
信
濃

更
科
の
名
月
の
里。

ほ
か
に
月
の
題
で
六
句
が
記
さ
れ
て
い
る。

ま
た
こ
の
こ
ろ、

霞
一

の

木
剣
の
さ
や
に
一

句
「
鬼
百
合
と
尾
花
も
う
つ
れ
妖
魔
鏡」

と
詠
ん
で
い
る。

こ
こ
で
『
句
藻』

は
「
や
ぶ
と
り」

に
改
題
し、

ま
ず
「
蕃
椒
賛」、
「
後
水
尾
天
皇
の
御

製
を
思
ひ
て」
一

句、

そ
し
て
八
月
二
十
八
日
初
め
て
雁
を
聞
い
て
と
六
句
記
す。

九
月
は、
「
生
姜
市」

に
一

旬
ほ
か、
「
王
昭
君」

や
「
萩
の
玉
川」

な
ど
絵
の
賛
も
多

い
。

九
月
二
十
七
日、

王
子
に
詣
で
る
若
一

に
二
句
記
す。

十
月
は、

十
四
日
に
「
維
摩
会
」

に
出、

書
を
書
い
た。

ま
た、

其
一

の
娘
の
婚
姻
に
祝

賀
の
句
を
送
る。

茂
林
寺
の
狸
の
絵
に
賛
を
寄
せ
て
い
る。

狸
と
い
う
か
ら
に
は
館
林
の
茂

林
寺
で、

分
福
茶
釜
の
絵
で
あ
ろ
う。

ほ
か
に
雪
三
旬
探
題
と
し
て
七
句
が
載
る。

十
一

月
十
六
日、

清
光
明
月、

五
更
に
家
を
出
て
日
本
堤
に
遊
ん
で
一

句
「
歩
行
な
が
ら

文
よ
む
人
や
冬
の
月」

と
あ
る。

ほ
か
に
「
風」

や
「
千
鳥」
「
山
家
雪」

の
題
で
十
句、

そ

し
て
歳
暮
の
句
ま
で、

全
部
で
こ
の
年
は、

百
六
十
句
近
く
が
収
録
さ
れ
て
い
る。

こ
の
『
句
藻』

に
加
え
て、
『
雨
花
庵
兼
題
発
句
集』
（
法
政
大
学
図
書
館
蔵、

写
本
一

冊）

が
あ
る
の
で
紹
介
し
て
み
よ
う。

正
岡
子
規(
-

八
六
七
s
一

九
0
二
）
の
蔵
書
で
「
顛
祭
書

お
く屋

図
書」

の
朱
印
が
お
さ
れ、

表
紙
に
は
朱
字
で
「
俳」

と
分
類
が
記
さ
れ
て
い
る（
註
8
)。

こ
の
写
本
は、

文
政
六
年
八
月
八
日
か
ら
翌
七
年
五
月
十
三
日
ま
で
の
句
集
で
あ
り、

題
に

よ
れ
ば
雨
華
庵
に
て、

全
兼
題
に
登
場
す
る
抱
一

「
腐
祁」

を
中
心
に、

鶯
蒲
ら
と
頻
繁
に

句
会
が
催
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か。

そ
の
ほ
か
こ
の
年
に
登
場
す
る
名
前
と

し
て、

芳
川、

蘇
狂、

以
十、

以
一
、

其
徳、

朝
三、

周―
-
、

雨
杏、

多
和
羅、

疎
柳、

が

あ
る。
「
周
二
」

は
抱
一

の
絵
の
弟
子
双
璧
の
一

人
・

池
田
孤
祁(
-

八
0
1

----
六
六）
の
通

称
だ
が、

翌
年一
二
月
か
ら
は
「
孤
祁」

の
名
で
登
場
す
る。
「
其
徳」

は
下
谷
の
竜
泉
寺
町

に
あ
っ
た
釜
嗚
質
屋
の
主
人
か。

本
姓
橋
本
で、

抱
一

が
吉
原
へ

向
か
う
際
よ
く
立
ち
寄

り、

応
挙
や
光
琳
画
を
借
り
た
り
用
立
て
て
も
ら
う
な
ど
の
付
き
合
い
が
あ
っ
た
と
い

う（
註
9
)。
「
多
和
羅」

は、

こ
の
年
の
六
月
に
夜
鰹
を
送
り
一

席
ひ
ら
い
た
と
し
て
『
句
藻』

地
方
へ
の
広
が
り

に
も
出
る
者。
「
芳
川」

は、
『
古
画
備
考』

に
文
政
十
一

年
二
月
の
聞
書
と
し
て
抱
一

上

人、

菊
塊
と
と
も
に
「
其
角
似
セ
名
人
三
人」

と
さ
れ
た
堀
七
五
郎
で
あ
ろ
う
か。

文
政
六
年
の
分
と
し
て
月
日
を
追
っ
て
い
く
と、

八
月
八
日
に
「
月」
「
萩」
「
硝
（
砧）
」、

八
月
二
十―
二
日
に
「
鹿」
「
茸
狩」
「
露」、

九
月
五
日
に
「
夜
寒」
「
菊」
「
雁」、

九
月
十
五
日
に

う

ぐ

い

「
梅
嫌（
梅
擬）
」
「
石
斑
魚」
「
生
姜
市」、

十
月
二
日
に
「
葡
萄」
「
紅
葉」
「
九
月
尽」、

十
月
＋

四
日
に
「
時
雨」
「
帰
花」
「
納
豆
汁」、

十
月
二
十
五
日
に
「
矩
煽」
「
水
鳥」
「
雪」、

十
一

月
十

七
日
に
「
冬
梅」
「
枯
野」
「
鰻（
河
豚）
」

の
兼
題
が
み
ら
れ
る。

収
載
さ
れ
た
こ
の
年
の
分
の
抱
一

の
計
三
十
七
句
に
は、
『
句
藻』

に
記
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り、

そ
れ
ら
の
成
立
状
況
を
わ
ず
か
な
が
ら
察
す
る
こ
と
が
で
き
る。
。

例
え
ば、

『
句
藻』

に
あ
る
「
月」

の
句
の
う
ち
「
玄
象
の
音
を
聞
出
す
今
宵
哉」

と
「
襲
粟
蒔
や
猫

間
透
に
月
を
乗
て
」

は、

八
月
八
日
の
兼
題
「
月」

に
で
る
三
旬
中
の
第
一
、

二
句
で
あ

る。
「
生
姜
市」

の
「
市
た
つ
や
宮
も
兼
屋
生
姜
賣」

は
九
月
十
五
日
の
句、

ま
た、
『
句

藻』

に
十
月
十
四
日
の
維
摩
会
に
つ
づ
い
て
記
さ
れ
る
「
相
く
音
鴨
と
聞
へ

す
納
豆
汁」

は、

同
日
の
兼
題
「
納
豆
汁」

と
あ
る
と
こ
ろ
に
出
る
も
の
で
あ
っ
た。

こ
の
年
の
四
月
二
十
四
日、

抱
一

は、

信
州
か
ら
山
田
松
斎
（
一

七
六
九
S
一

八
四
0)
の

訪
問
を
受
け
た。

松
斎
は
信
州
中
野
の
豪
農
で、

亀
田
鵬
斎
（
一

七
五
二
S
一

八
二
六）
に
師

事
し、

儒
学
者
と
し
て
当
地
の
学
芸
を
牽
引
し
た
人
物
で
あ
る。

五
十
三
歳
の
松
斎
は、

孫

の
雨
一

郎
を
同
道
し、

鵬
斎
の
七
十
二
歳
を
祝
う
た
め、

こ
の
年
の
三
月
か
ら
五
月
に
か
け

て、

江
戸
に
出
て
き
た
の
で
あ
る。

四
月
六
日、

柳
橋
万
八
楼
で
鵬
斎
の
寿
宴
が
あ
り、

四

月
四
日
か
ら
五
月
三
日
の
約
一

ヶ
月
の
間、

鵬
斎
宅
に
滞
在
し
た。

鵬
斎
は
抱
一

の
す
ぐ
近

所
に
住
ん
で
お
り、

親
交
あ
つ
い
根
岸
の
文
化
人
で
あ
っ
た。

千
住
の
酒
合
戦
の
副
産
物、

10 



「
摩
詞
酒
仏
妙
楽
経」

と
題
す
る
戯
れ
の
経
文
を
刊
行
し
た
『
酒
仏
妙
楽
経』

が、
「
癸
未
末

夏」

す
な
わ
ち
本
年
の
成
立
で、

抱
一

は
李
太
白
像
の
挿
図（
「
抱
一

筆」「
雨
華」
（
長
方
印）
）

を
寄
せ
る
な
ど
し
て
い
る。

松
斎
は
こ
の
日
の
こ
と
を、
「
百
疋

抱
一

様」

と
日
記
に
記
し
て
お
り、

抱

一

に
金
子
百
疋
を
届
け
た
ら
し
い
。

ま
た
五
月
一

日
に
再
訪
し、
「
抱
一

様
へ
上
が
り
扇
申

請」

と
あ
り
扇
の
揮
高
を
求
め
て
も
い
る。

ひ
と
き
わ
大
き
く
「
抱
一

様」

と
「
様」

を
つ

け
て
記
し
て
い
る
対
象
は
抱
一

だ
け
と
い
い、

当
時
の
抱
一

の
立
場
が
知
ら
れ
る（
註
10
)。

こ

の
と
き
描
い
た
扇
と
は、

の
ち
に
山
田
家
の
書
画
日
録
で
松
斎
の
旧
蔵
品
と
考
え
ら
れ
る
天

保
十
四
年
の
リ
ス
ト
に
載
る
「
梅
図」

と
「
雛」

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
が、

現

存
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
年
頃
に
は
す
で
に、

こ
の
よ
う
に
信
濃
の
豪
農
層
の
文
人
ら
と
も
つ
な
が
る
広
が
り

を
見
せ
て
い
た
こ
と（
註
11
)

を
知
る
が、

お
そ
ら
く
鵬
斎
を
通
じ
た
同
様
の
交
流
は、

こ
の
年

成
立
の
俳
諧
書
に
も
足
跡
を
残
し
て
い
る。

俳
諧
撰
集
『
筑
紫
み
や
け』

は、

文
政
元
年
に
没
し
た
俳
人
で
信
州
松
代
藩
士、

鴫
立
庵

五
世
と
な
っ
た
倉
田
葛
三
（
一

七
六
二
S
一

八
一

八）
の
七
回
忌
追
善
の
遺
稿
集
で
あ
る。

信

州
の
弟
子
の
小
林
葛
古
（
一

七
九
三
＼
一

八
八
0)
が
編
纂
刊
行
し
た。

序
文
は
こ
の
年
の
冬

十
一

月、

亀
田
鵬
斎
及
び
雉
啄
（
一

七
六
三
＼
一

八
四
四）
に
よ
る。

葛
三
が
雉
啄
と
筑
紫
に

遊
ん
だ
折
に
書
き
留
め
て
お
い
た
も
の
を
葛
古
が
披
露
し
た
も
の
だ
っ
た。

こ
の
序
文
に
続

い
て
あ
る
葛
三
像
の
挿
図
を
抱
一

が
手
が
け
て
お
り、
「
抱
一

筆」

の
署
名
と
「
雨
華」

長
方

印
が
あ
る。

小
林
葛
古
は、

こ
の
年
に
鵬
斎
か
ら
贈
ら
れ
た
扁
額
を
持
っ
て
お
り、

や
は
り

こ
の
年
の
寿
宴
に
参
加
し
て
い
た
の
だ
ろ
う。

さ
ら
に
自
宅
の
飾
り
棚
の
袋
戸
に、

抱
一

の

落
款
の
あ
る
《
葡
萄
図》

を
誂
え
て
い
た
の
が
現
在
ま
で
伝
わ
る（
註
12
)。

雉
啄
は
鴫
立
庵
を

継
承
し
た
葛――一
門
下
の
俳
人
だ
が、

既
述
の
よ
う
に
こ
の
年
の
七
月、

抱
一

は、

嶼
捨
に
月

見
に
ゆ
く
雉
啄
に
餞
の
一

旬
を
詠
じ
て
い
る。

こ
の
ほ
か、

や
は
り
信
濃
小
諸
の
俳
人、

小
山

魯
恭
も
こ
の
折
に
か、

抱
一

に
「
望
月
堂」

の
額
の
揮
高
を
依
頼
す
る
な
ど
し
て
い
る（
註
13
)。

廿
四
日

さ
ら
に
抱
一

は、

こ
の
年
の
序
文
が
あ
る
俳
諧
書
『
四
方
の
む
つ
み』

に、

ツ
ワ
ブ
キ
を

描
い
た
挿
図
を
寄
せ
て
い
る。

や
は
り
同
じ
く
「
抱
一

筆」

の
署
名
と
「
雨
華」

長
方
小
印

ぼ
く
て
い
し
ん

が

が
あ
る。

編
者
の
瑛
亭
晒
我
は、

伊
那
高
遠
の
儒
医
で
俳
人
中
村
伯
先
（
一

七
二
O
S
一

八

二
0)
門
下
の
青
山
晒
我。

序
文
は
公
家
の
富
小
路
正
三
位
治
部
卿
貞
直
で、

選
者
を
称
え

る
内
容
が
記
さ
れ、

以
下、

門
下
の
句
が
続
く
俳
諧
集
で
あ
る。

以
上
に
垣
間
見
え
る
よ
う
に、

地
方
の
俳
人
た
ち
の
間
に
も
抱
一

の
画
名
は
広
が
り、

揮

竜
依
頼
な
ど
が
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
り、

こ
れ
ら
を
月
日
順
に
落
と
し
込
ん
で
考
え
て
み

れ
ば、

な
か
な
か
に
多
忙
な
有
様
が
見
え
て
く
る。

《
十
ニ
ヶ
月
花
烏
図
》

の
年

文
政
六
年
は、
《
十
ニ
ヶ
月
花
烏
図》
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵）
を
仕
上
げ
た
年
で
あ
っ

た。

終
幅
に
「
文
政
癸
未
年」

と
年
紀
の
あ
る
こ
の
作
品
は、

以
後
約
一

世
紀、

命
脈
と
遺

響
を
つ
な
ぐ
江
戸
琳
派
の
花
鳥
画
の
金
字
塔
と
し
て、

多
く
の
作
例
中
の
基
準
と
な
っ
て
い

る。
こ
の
ほ
か
に
何
組
か
あ
る
十
ニ
ヶ
月
花
鳥
図
に、

こ
の
よ
う
な
年
紀
の
例
は
な
く、

特
別

の
事
情
が
背
景
に
感
じ
ら
れ
る
が、

そ
れ
を
前
年
の
六
月
二
十
四
日
に
古
河
藩
主
土
井
利
厚

が
亡
く
な
り
一

周
忌
の
手
向
け
と
す
る
意
図
を
潜
ま
せ
た
と
す
る
説
も
あ
る（
註
14
)。

本
作
以

外
の
十
ニ
ヶ
月
花
鳥
図
群
は、

落
款
書
体
の
分
析
か
ら、

こ
の
文
政
六
年
以
降
の
作
に
な
る

こ
と
が
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
て
い
る
状
況
か
と
思
わ
れ
る。

画
風
を
相
互
に
比
べ
れ
ば
厳
密
に
は

変
遷
も
し
く
は
性
質
に
幅
が
あ
る
わ
け
だ
が、

し
か
し
広
く
全
体
的
に
見
渡
せ
ば
―

つ
の
様

式
と
し
て
完
成
さ
れ
た
見
事
な
統
一

感
が
示
さ
れ
た
作
品
群
で
あ
る。

《
夏
秋
草
図
屏
風》

の
下
絵
を
提
出
し
（
文
政
四
年
十
一

月）
、

本
画
を
完
成
さ
せ
た
と
思

わ
れ
る
時
期
か
ら
間
も
な
い
の
が
こ
の
文
政
六
年
で
あ
る。

抱
一

の
画
名
は
ま
す
ま
す
高

11 



く、

こ
の
と
き
の
雨
華
竜
に
は、
『
句
藻』

に
も、

其
一
、

抱
儀
の
他
に、

若
一
、

其
芳、

霞
一

な
ど
の
弟
子
ら
し
き
者
の
名
が
現
れ
て
お
り、

既
に
十
人
以
上
の
者
が
身
近
に
出
入
り

し
て
い
た
模
様
で
あ
る。

文
化
十
年
に
抱
一

の
内
弟
子
と
な
っ
て
十
年、

養
父
蠣
瀾
（
一

七
八―
-

s
一

八
一

七）
の
急

逝
に
よ
り
鈴
木
家
を
継
ぎ
付
人
と
な
っ
て
六
年
目
の
鈴
木
其
一
（
一

七
九
六
＼
一

八
五
八）
に

は、

こ
の
年
長
男
の
守
一

が
誕
生
し
た。

其
一

は
文
政
三
年
に
は、

雨
華
庵
の
西
側
に
住
ん

で
い
た
こ
と
を
示
す
略
図
が
あ
り、

以
後
こ
こ
を
動
か
な
か
っ
た
ら
し
い
。

さ
ら
に
十
月
に

は
娘
を
嫁
に
出
し
て
も
い
る。

こ
の
年
ま
で
の
作
と
明
ら
か
な
も
の
は、
「
庭
柏
子」

落
款

を
し
た
《

蓮
に
蛙
図
》

や、

年
紀
の
あ
る
浮
世
絵
《

春
宵
千
金
図
》

な
ど
少
数
だ
が、

草
書

落
款
の
時
代、

す
で
に
各
種
の
題
材
に
わ
た
り
腕
前
の
非
凡
が
現
れ
て
い
る。

も
う
一

人
の
有
力
な
弟
子、

池
田
孤
祁
は、

二
十
三
歳。

文
政
九
年
の
《

隅
田
川
図
》
（
江

戸
東
京
博
物
館
蔵）
に
て
抱
一

に
「
門
人
孤
祁」

と
称
さ
れ
る
の
が、

門
弟
と
し
て
明
ら
か

な
上
限
だ
っ
た
が、

前
述
の
句
集
で
は、

こ
の
年
に
は
頻
出
す
る
こ
と
か
ら、

こ
の
こ
ろ
の

雨
華
庵
出
入
り
の
重
要
メ
ン
バ
ー
の
よ
う
で
あ
る。

し
か
し
な
が
ら
雨
華
庵
の
後
を
託
す
の
は、

小
鸞
女
史
の
願
い
を
う
け
て
養
子
と
し
た
酒

井
鶯
蒲
(
-

八
0
八
＼
四
一
）
で
あ
る。

市
ヶ
谷
浄
栄
寺
よ
り
迎
え
て
五
年
の
酒
井
鶯
蒲
は
こ

の
年
十
六
歳
と
な
り、

抱
一

の
熱
心
な
推
晩
が
は
じ
ま
っ
て
い
る。

既
に
前
年
の
年
始
の
折

に
は、

達
者
な
で
き
ば
え
の
鶯
蒲
筆
の
扇
が
届
け
ら
れ
た
事
が
『
古
画
備
考』

巻
三
十
五
の

鶯
蒲
の
項
に
檜
山
坦
斎
の
話
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る。

二
年
後
の
年
始
に
は、

水
戸
徳
川
家

に
献
上
す
る
扇
十
本
の
う
ち
五
本
を
鶯
蒲
に
担
当
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い
る。

す
な
わ

ち、

翌
年
の
文
政
七
年
中
の
制
作
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う。

ま
た、

時
期
は
不
詳
な
が
ら、

抱
一

が
鶯
蒲
に
描
か
せ
よ
う
や
く
完
成
し
た
こ
と
に
触
れ、

表
装
に
つ
い
て
の
あ
れ
こ
れ
を

配
慮
す
る
な
ど
の
書
状
が
付
属
す
る
仏
画
も
現
存
す
る。

鶯
蒲
は
早
世
し
た
こ
と
も
あ
り、

作
例
も
や
や
少
な
い
印
象
が
あ
っ
た
が、

か
な
り
腕
が
た
つ
こ
と
を
示
す
力
作
が
近
年
多
く

見
出
さ
れ
て
き
た。

抱
一

を
実
父
の
よ
う
に
慕
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
同
居
の
鶯
蒲
の
存
在

は、

抱
一

の
画
事
に
お
い
て
も
よ
り
重
要
視
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る。

前
述
の
よ
う
に
抱
一

周
囲
の
関
係
は
各
層
あ
る
い
は
地
方
へ

も
広
が
り
を
み
せ
て
い
た

が、

そ
れ
は
弟
子
の
出
身
に
も
現
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う。

札
差
の
守
村
抱
儀
は

す
で
に
身
近
に
出
入
り
し
て
い
る
よ
う
だ
し、

孤
郵
は
越
後
の
水
原
の
出、

水
上
景
郁
（
生

没
年
不
詳）
は
信
州
の
出
で
あ
る。

す
で
に
文
化
末
ご
ろ
か
ら
抱
一

が
代
筆
を
頼
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
書
状
が
あ
る
こ
と
は

有
名
だ
が、

蠣
渾、

其
一

以
外
の
者
の
状
況
は
時
期
も
含
め
て
あ
ま
り
具
体
的
で
は
な
か
っ

た。

し
か
し、

抱
一

の
も
と
に
舞
い
込
む
多
く
の
要
望
を
身
近
に
見
る
者
が
増
え、

そ
れ
ら

に
応
え
て
い
く
画
房
・

雨
華
庵
体
制
と
様
式
が
確
立
さ
れ
て
い
く
の
は
こ
の
前
後
頃
か
ら
の

よ
う
で
あ
る。

田
中
抱
二
(
-

八
―

二
＼
八
四）
は
翌
年
八
月
二
日
に
入
門
し
た
こ
と
を
本
人

が
「
雨
華
庵
図」

へ

書
き
付
け
て
い
る。

他
に
も、

山
田
抱
玉
（
生
没
年
不
詳）
や
山
本
素
堂

（
一

八
六
六
没）
や
抱
古
ら
の
活
躍
が
察
せ
ら
れ
る
作
例
も
出
て
き
て
い
る。

《

観
音
大
士
図
》

の
年

こ
の
年
の
作
品
と
し
て
明
ら
か
な
も
の
に
は
ほ
か
に、
《

寿
老
・

鶴
亀
図
》

三
幅
対、
《

春

草
図
》
（
以
上
は
箱
書
に
よ
る）
、

《

芭
蕉
翁
像
》

が
紹
介
さ
れ
て
来
た
が、

新
た
に
見
出
さ
れ

た
《

観
音
大
士
図
》
【
図
3
】

（

註

15）
は、

こ
の
年
の
仲
春
の
年
紀
の
あ
る
作
で、

謹
厳
な
仏
画

で
あ
る。

上
部
に
紺
紙
の
よ
う
な
部
分
を
彩
色
し
て
作
り
出
し、

金
泥
で
界
線
を
引
い
た
間

に
同
じ
金
泥
に
よ
り
経
文
が
認
め
ら
れ
て
い
る。

内
箱
の
箱
書
に
「
観
音
大
士
図

一

舗」

と
あ
り、

蓋
裏
に
「
軽
挙
抱一
一
養
真
蔵」
「
軽
挙」
（
朱
文
瓢
印）
と
あ
る。

門
人
の
田
中
抱
二

が
所
蔵
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る。

抱
一

が
記
し
た
経
文
は
「
観
音
経」

世
尊
偽
で、

無
尽
意
菩
薩。

以
偶
問
日。

世
尊
妙
相
具。

我
今
重
問
彼゚
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仏
子
何
因
縁。

名
為
観
世
音。

具
足
妙
相
尊。

偽
答
無
尽
意。

汝
聴
観
音
行。

善
応
諸
方
所。

弘
誓
深
如
海。

歴
劫
不
思
議。

侍
多
千
万
仏。

発
大
清
浄
願。

と
以
下
全
部
で
二
十
七
行
が
続
く。

「
文
政
癸
未
仲
春
中
滸
日

と
あ
る。

か
ら
始
ま
り、

一

行
あ
け
て
末
尾
に
は、

雨
華
奄
抱
一

薫
沐
手
駕」
「
軽
挙」
（
白
文
方
印）

図
3

酒
井
抱

こ
の
観
音
像
と
同
じ
図
像
を
持
つ
観
音
図
を
中
幅
と
し、

左
右
に
文
晟
に
よ
る
水
墨
瀑
布

図
を
配
し
た
三
幅
対
が
あ
っ
た
よ
う
だ
【
図
4
】
（
註
16）。

抱
一

派
の
仏
画
に
は、

文
屍
と
伝

え
ら
れ
る
作
例
と
図
像
が
共
通
し
一

門
で
共
有
す
る
も
の
が
複
数
あ
り、

本
図
も
共
通
の
典

拠
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。

小
さ
な
図
版
で
よ
く
見
え
な
い
が、

落
款
に
「
倣
□
口」

の
文

字
が
あ
る
よ
う
で
あ
り、

本
図
よ
り
早
い
作
例
か
も
し
れ
な
い
。

剃
髪
得
度
し
た
抱
一

だ
が、

多
く
の
仏
画
に
力
の
入
っ
た
真
摯
な
制
作
態
度
を
示
し
て
お

り、

そ
れ
は
絵
仏
師
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
で
も
あ
る。

一

門
の
多
く
も
仏
画
を
手
が
け、

こ
の
領
域
を
よ
く
継
承
し
て
い
た
こ
と
は
最
近
ま
で
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た。

雨

華
庵
は
第
一

義
的
に
は
仏
事
を
行
う
僧
庵
で
あ
っ
た。

毎
月
十
四
日
に
は
夕
方
か
ら
「
御
花

講」

を、

毎
年
十
月
五
日
に
は
「
報
恩
講」

を
行
っ
て
お
り、

文
政
元
年
の
自
筆
の
掟
書
も

伝
わ
っ
て
い
た
と
い
う（
註
17
)。

例
年
の
光
琳
忌
も
六
月
1

一
日
に
続
け
ら
れ、

扇
合
が
行
わ
れ

て
い
た。

日
課
観
音
三
十
三
幅
を
描
い
た
の
は
翌
年
の
五
月
か
ら
で
あ
っ
た。

抱
一

没
後
も

こ
う
し
た
制
作
が
受
け
継
が
れ、
一

門
の
各
人
が
み
な
各
種
の
仏
画
を
よ
く
手
が
け
て
い
る

の
は、

絵
師
全
般
に
期
待
さ
れ
る
仕
事
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が、

こ
う
し
た
あ
り
方
を

「
抱
一

上
人」

在
世
時
の
雨
華
庵
が
特
に
期
待
さ
れ、

よ
く
応
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ

う。

雨
華
庵
三
世
と
な
る
鶯
一
(
-

八
二
八
＼
六
二
）
も
ま
た
鶯
蒲
の
出
身
と
同
じ
く
市
ヶ
谷

浄
栄
寺
の
関
係
か
ら
迎
え
ら
れ
た。

現
存
の
状
況
か
ら
み
て、

依
頼
は
相
当
あ
っ
た
と
予
想

観
音
大
士
図

図
4

（
入
札
目
録
よ
り）
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（

註

1
)

（

註

2
)

（

註

3
)

―1
0
0
 

さ
れ
る。

多
く
の
花
々
の
絵
も、

こ
う
し
た
府
か
ら
出
た
も
の
と
す
れ
ば
そ
の
意
図
は
一

定

の
範
囲
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く、

供
花
の
意
味
も
一

面
に
は
あ
っ
た
と
の
推
察
も
確
か

に
成
り
立
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

大
田
南
畝
が
こ
の
年
の
四
月
に
没
し
て
い
る。

画
業
の
絶
頂
期
に
あ
っ
た
抱
一

も
あ
る
種

の
転
換
点
を
迎
え、

雨
華
庵
の
次
代
に
も
心
を
配
る
一

年
と
な
っ
た
だ
ろ
う。

（

註

4
)

（

註

5
)

（

註

6
)

（

註

7
)

（

註

8
)

（

註

9
)

（

註

10
)

相
見
香
雨
「
抱一
上
人
年
譜
稿」、
r
日
本
美
術
協
会
報
告』
第
六
輯、
一
九
二
七
年

高
尾
曜
「
竹
内
生
司
に
つ
い
て」、
『
M
USE

UM』
六
0
八、
二
0
0
七
年
号

相
見
香
雨
「
抱一
に
依
て
伝
へ
ら
れ
た
る
光
琳
乾
山
が
事
ど
も」、
『
日
本
美
術
協
会
報
告』
七、
一

九
二
八
年

河
野
元
昭
「
抱一
の
伝
記」、
『
琳
派
絵
画
全
集

抱一
派』、
日
本
経
済
新
聞
社、
一
九
七
八
年

井
田
太
郎
「
酒
井
抱一
『
軽
挙
観
句
藻』
・
『
屠
龍
之
技』
を
め
ぐ
る
問
題」（『
国
文
学
研
究
資
料
館

紀
要・
文
学
研
究
篇』
三
十
二
）
に
挿
図
が
あ
る。
筆
者
は
未
見
の
た
め
こ
の
模
様
が一
致
す
る
こ

と
の
み
指
摘
し
て
お
く。

玉
贔
敏
子
「『
乾
山
遺
晟』
と
現
存
作
品（
付）『
光
琳
新
撰
百
図』
に
つ
い
て」、
『
琳
派
絵
画
全
集

光
琳
派―-』ヽ
（
日
本
経
済
新
聞
社、
一
九
八
0
年）
お
よ
び
「『
光
琳
百
図』『
乾
山
遺
墨』
の
章」、

『
都
市
の
な
か
の
絵

酒
井
抱一
の
絵
事
と
そ
の
遺
響』

ブ
リ
ュ
ッ
ケ、
二
0
0
四
年

中
部
義
隆
「
乾
山
筆
『
花
籠
図』
を
め
ぐ
っ
て」、
『
特
別
展

東
洋
美
術一
0
0
0
年
の
軌
跡，
福

岡
市
美
術
館
〈
松
永
コ
レ
ク
シ
ョ
ン〉
〈
黒
田
資
料》
の
名
宝
を
中
心
に
1』

大
和
文
華
館
一
九

九
七
年

こ
の
「
子
規
文
庫」
は
根
岸
の
子
規
庵
で
子
規
の
遺
品
を
守
り
続
け
て
き
た
寒
川
鼠
骨
を
通
じ
て、

昭
和――
十
四
年（一
九
四
九）
に
法
政
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

子
規
は、

雨
華
庵
の
近
く
に
庵
を
構
え
て
い
た
の
で
あ
り、

抱一
は
ご
く
身
近
な
先
人
で
あ
っ
た。

随
筆
『
病
林
六
尺』
に
は、

病
の
床
の
枕
元
に
『
光
琳
画
式』
と
『
鷲
祁
画
譜』
が
置
か
れ
て
い
て

毎
日
そ
れ
を
眺
め
て
い
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
る。
光
琳
と
抱一
、
あ
る
い
は
そ
の
他
円
山
四
条
派

の
画
家
た
ち
を
引
き
合
い
に、

得
意
の
比
較
蜆
察
を
記
述
し、

抱一
画
の一
部
に
は一
定
の
評
価
を

す
る
が、

俳
句
に
つ
い
て
は、

抱一
に
は
厳
し
い
評
言
を
残
し
て
い
る
の
で
興
味
深
い。

脇
本
十
九
郎
「
抱一
に
つ
い
て」、
『
画
説』
十
八、
一
九
三
八
年。

橋
本
其
徳
宛
の
抱一
書
状
が一―

通
紹
介
さ
れ
て
い
る。

山
田
正
子
『
信
濃
文
人
の
旅

ー
山
田
松
斎

宝
善
堂
紀
行・
参
宮
紀
行
ー』

山
田
家
宝
善
堂
文

庫
発
行

龍
鳳
書
房
―1
0
0一
年

伊
藤
羊
子
「
山
田
松
斎
の
交
友
と
文
人
趣
味」、
『
長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要』
第
九
号

（

註

13
)

（
註
14
)

（

註

15
)

（
註
16
)

（

註

17
)

（
註
12
)

（

註

11

三
年
三
月

こ
の
報
告
を
も
と
と
し
た、
地
方
の
崇
農
層
へ
の
広
が
り
を
含
む、
抱一
の
享
受
者
の
各
層
に
つ
い

て
は、
次
の
文
献
を
参
照。

天
贔
敏
子
「
江
戸
中・
後
期
に
お
け
る
作
画
の
〈
場〉
と
後
援
者
—
酒
井
抱一
の
画
業
を
手
掛
か
り

に
し
て」、
『
美
術
史
論
壇』
十一
、

韓
国
美
術
研
究
所、
―1
0
0一
年

展
示
資
料
解
説
「
葡
萄
図」、
『
文
人
晟
客
が
つ
ど
う
一
九
世
紀
北
侶
濃
の
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク』

長
野
県
立
歴
史
館
―1
0
0一
年

前（
註
12
)

に
同
じ。

玉
贔
敏
子
「『
十
ニ
ヶ
月
花
鳥
図』
の
章」、
前
掲（
註
6
)

書

樋
ロ
一
貴
氏
の
ご
教
示
と、
所
蔵
者
の
ご
協
力
を
得
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
す
る。

『
市
湯
小
栗
家
並
某
家
所
蔵
品
入
札』、
大
正
十
四
年
十一
月

（
註
1

)

及
び、
三
村
清
三
郎
「
抱一
上
人
に
就
い
て
の
思
ひ
出
話」、
『
日
本
美
術
協
会
報
告』
第
六

輯
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Sakai Hoitsu and the Ugean in the Year Bunsei 6 (1823) 

Tomoko Matsuo 

Sakai Hoitsu (1761-1829), born into a daimyo family in tbe late Edo period, directed his unbounded ta!

ent into various arts, particularly painting, and founded what would become the Edo Rimpa school. Present

day awareness of Edo Rimpa has grown, and in 2011, on the 250th anniversary of Hoitsu's birth, various events 
and exhibitions related to Hoitsu are being held throughout Japan. 

In the midst of tbe preparations for this autumn's Hoitsu exhibition at the Chiba City Museum of Art, this 
article presents a snapshot view of a single period in the life of Hoitsu and his circle, and an introduction to new 
materials discovered regarding Hoitsu and Edo Rimpa. Various years are important for Hoitsu's painting oeu
vre, but a diverse group of works remains from his mature or final years during the Bunsei era, from the time he 
hung the name plaque "Ugean" on his studio until his death in Bunsei 12 (1829). The snapshot year chosen for 
this article falls in the middle of that period, Bunsei 6 (1823), when Hoitsu was 63 years old. 

First of all, 1823 was an auspicious year in that it marked the 60th anniversary of Kenzan's birth, Karin's 
younger brother. It was mid-summer of that year when Hoitsu wrote how he came to acquire the outer box of 

"Sumiyoshi harna", a writing box with an inscription by Kenzan. He used the box as the inspiration for his 
own creation of a maki-e writing box set decorated with designs of his own invention, inspired by Kenzan's po
etic ideas. He recorded tbe story on a new outer box for the original outer box. Then, in the 10th month, he 
discovered Kenzan's grave, for which he had been searching, at Zenyoji in Edo's Shitaya Sakarnotocho district. 
A sense of a deeply fated connection that led him to discover Kenzan's grave exactly 81 years after his death at 

age 81, compelled Hoitsu to erect a commemorative stele near the grave and to begin the compiling of Ken
zan's woodblock prints which he later published as Kenzan lboku. In addition, his more focused activities can 
be newly surmised from the recent discovery of a Hoitsu painting copied from Kenzan's Flower Baskets and a 
seal impressed on that Hoitsu painting, which reads "Bunsei mizunoto mi Kenzan tsuifuku no ichi, which can 
be roughly translated as "Bunsei 6, one of the prayers for the repose of Kenzan's soul." 

In 1823, Hoitsu created his set of hanging scrolls Birds and Flowers Through the Twelve Months (Sanno
maru Shozokan, Museum of the Imperial Collections). They bear the date inscription "Bunsei mizunoto mi 

toshi"[Bunsei 6, year of the snake] on the final scroll and became the basis for many later works, standing as 
the benchmark work that conveyed the traditions and mood of Edo Rimpa style bird and flower paintings for 
approximately the next century. 

During this period at the Ugean we can see how Hoitsu had established his Ugean painting studio structure 
and painting style, as he worked with usually ten or more artists, whose artistic names suggest they were his 
students, to respond to the great demand for his work. Suzuki Kiitsu, then in his 6th year as Hoitsu's close at

tendant and student, welcomed the birth of his first son that year. Sakai Oho, then in his fifth year as Hoitsu's 
adopted son, was 16 years old and Hoitsu had begun his enthusiastic advancement of this youngster. Guests 
from distant areas, commissions for works, establishing his students in their careers, Hoitsu's connections 
spread at this time to all classes in regional areas. Hoitsu provided illustrations for two haiku compendia, the 
Tsukushi miyage and the Yomo no mutsumi, established that year, and both edited by figures from the Shinsh(i 
region, or present-day Nagano region. 

Further, this article provides the first introduction of White-Robed Avalokitesvara, a work inscribed with a 
mid-spring 1823 date. By then, Hoitsu had already taken the Buddhist tonsure and was fervent in the effort he 
devoted to the creation of a large number of Buddhist paintings. Indeed, he was the very image of an ebusshi or 
Buddhist painter. The majority of his studio artists also lent their hands to Buddhist paintings. Recent surveys 
have clarified how they ably carried on this aspect of his work. Thus, first and foremost Ugean was a monk's 
cottage where Buddhist rituals were carried out. 

In the 4th month of that year, Ota Nanpo died. For Hoitsu, at the peak of his artistic maturity, the year 
marked a kind of turning point, a year in which he poured his heart into the next generation of artists of the 
U gean studio. (Translated by Martha J. McCJintock) 
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一

木
会
と
そ
の
周
辺

戦
中
か
ら
戦
後
ま
も
な
く
に
か
け
て、

恩
地
孝
四
郎
と
彼
を
慕
う
版
画
家
た
ち
の
あ
い
だ

に、
一

木
会
と
い
う
集
ま
り
が
存
在
し
た。

版
画
研
究
と
普
及
を
目
的
と
し、

毎
月
第
一

木

曜
日
に
恩
地
家
の
応
接
間
で
開
か
れ
た
こ
の
会
は、

創
作
版
画
界
の
リ
ー
ダ
ー
恩
地
孝
四
郎

を
核
と
し、

関
野
準
一

郎
や
山
口
源、

斎
藤
清、

品
川
工、

北
岡
文
雄、

駒
井
哲
郎
な
ど
戦

後
の
版
画
界
を
牽
引
す
る
こ
と
に
な
る
作
家
た
ち
を
擁
し
て
い
な
が
ら、

十
分
に
語
ら
れ
て

き
た
と
は
い
い
が
た
い
。
一

木
会
は
展
覧
会
を
開
催
せ
ず、

会
員
制
度
も
持
た
ず、

版
画
好

き
な
ら
誰
で
も
迎
え
る
と
い
う、

む
し
ろ
恩
地
家
の
「
開
放
日」

と
い
う
べ
き
集
い
で
あ
っ

た。

そ
う
し
た
輪
郭
の
あ
い
ま
い
さ
が
理
由
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う。

い
ま
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る

の
は、
一

木
会
の
存
続
し
た
一

九
四
0
年
前
後
か
ら
の
約
十
年
間
が、

日
本
の
歴
史
に
お
い

て
特
殊
な、

作
例
・

情
報
と
も
に
き
わ
め
て
少
な
い
時
代
で
あ
る
と
い
う
事
情
だ
ろ
う。

た

だ
し
一

木
会
は、

研
究
の
進
ん
で
い
な
い
戦
中
の
創
作
版
画
界
を
垣
間
見
さ
せ、

ま
た
一

九

五
0
年
代
以
降
に
日
本
の
創
作
版
画
が
海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
る、

そ
の
い
わ
ば
「
前
夜」

を
伝
え
る
重
要
な
存
在
で
あ
る。

よ
っ
て
本
稿
で
は
一

木
会
の
成
立
か
ら
終
焉
ま
で
を
追

い、

周
辺
の
状
況
に
も
目
を
配
り
な
が
ら、

同
会
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

と
す
る。

一

木
会
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
文
献
と
し
て
は、

こ
れ
ま
で
に
二
冊
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ

|
『
一

木
会
展
ー
恩
地
孝
四
郎
と
そ
の
周
辺
ー』（
註
1
)

お
よ
び
『
占
領
期
の
日
本
の
版
画

一

九
四
五
ー
一

九
五
ニ
ー
恩
地
孝
四
郎、

エ
ル
ン
ス
ト
・
ハ
ッ
カ
ー
と
一

木
会』（
註
2
)

が
刊
行

さ
れ
て
い
る。

こ
の
う
ち
前
者
は、

一

木
会
が
編
ん
だ
年
刊
版
画
集
《
一

木
集
》
（
後
述）
の

全
図
を
収
め
た
貴
重
な
も
の
だ
が、

本
書
に
掲
載
さ
れ
た
関
野
準
一

郎
の
文
章
「
一

木
集
の

思
い
出」

が、
一

木
会
を
今
に
伝
え
る
基
本
資
料
と
な
っ
て
い
る。

一

木
会
は、

恩
地
孝
四
郎
と
ふ
た
り
の
門
人
ー
関
野
準
一

郎
と
山
口
源
に
よ
り
出
発
し

た。
一

九―
二
九
年
に
故
郷
青
森
か
ら
東
京
へ

移
り、

恩
地
に
師
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
関
野

が、

す
で
に
大
正
期
よ
り
恩
地
家
に
出
入
り
し
て
い
た
山
口
と
し
き
り
に
顔
を
合
わ
せ
て
親

し
む
な
か
で、
「
あ
ま
り
訪
ね
ら
れ
て
も、

仕
事
の
邪
魔
に
な
る
し、

若
い
版
画
家
の
為
に

月
に
一

度
位
は
版
画
研
究
会
を
開
く
の
も
よ
か
ろ
う
と、

日
を
き
め
て、

集
ま
る
よ
う

に
」（
註
3
)

計
ら
っ
た
も
の
で
あ
る。

山
口
源
の
文
章
に
も
同
様
の
表
現
が
あ
り（
註
4
)、

成
立

の
経
緯
は
判
然
と
す
る
が、

時
期
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

関
野
は
前
述

し
た
文
章
に
お
い
て
「
昭
和
一

四
年
頃
(
-

九一
二
九）
」

成
っ
た
と
書
い
て
お
り、

こ
の
年
が

し
ば
し
ば
「
頃」

を
省
か
れ
て
通
用
し
て
い
る
よ
う
だ
が、

同
じ
関
野
が
著
し
た
『
わ
が
版

画
師
た
ち
』

の
「
山
口
源
年
譜」

で
は、
一

九
四―
一
年
の
項
に
初
め
て
一

木
会
が
登
場
し
て

い
る（
註
5
)。

恩
地
は
一

九
五
0
年
の
小
文
で、

同
会
誕
生
か
ら
「
六
七
年
に
な
る」（
註
6
)

と

[

1
]

一

木
会
の
成
立

西

山

純

子
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記
し、

山
口
は
と
い
う
と、
「
い
つ
の
間
に
か
生
ま
れ
た」（
註
7
)

と
漠
然
と
し
た
書
き
よ
う
を

す
る
一

方
で、

す
で
に
空
襲
が
始
ま
っ
て
い
た
と
も
回
想
し
て
い
て（
註
8
)、
一

九
三
九
年
よ

り
下
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る。
一

木
会
の
活
動
が
何
ら
か
の
具
体
的
な
形
を
と
る
の
は
一

九
四
四
年
の
《
一

木
集》

I
（
後
述）
を
待
た
ね
ば
な
ら
ず、

管
見
の
限
り
成
立
の
時
期
を
特

定
す
る
決
定
的
な
資
料
は
な
い。

さ
ら
な
る
調
査
を
期
し
つ
つ、

従
来
採
用
さ
れ
て
い
る
一

九―
二
九
年
よ
り
も
下
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く。

一

木
会
と
い
う
名
称
は、

す
で
に
ふ
れ
た
と
お
り
会
の
開
か
れ
た
第
一

木
曜
に
由
来
す

る。

木
曜
に
定
め
た
の
は
木
版
に
ち
な
ん
で
の
こ
と
で
あ
る。

い
う
ま
で
も
な
く
恩
地
孝
四

郎
は
木
版
画
家
で
あ
り、

ま
た
当
時
版
画
と
聞
い
て
ま
ず
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
も
木
版
に
違

い
な
く、

納
得
の
ゆ
く
命
名
で
は
あ
る
が、

こ
の
会
が
あ
く
ま
で
も
木
版
画
家
の
集
い
と
し

て
出
発
し
た
こ
と
を、

こ
こ
で
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い。

一

木
会
の
発
起
人
に
し
て
世
話
役
で
あ
っ
た
関
野
準
一

郎
は
戦
後、

あ
ら
ゆ
る
版
式
に
通

じ
た
マ
ル
チ
な
版
画
人
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
が、

恩
地
と
出
会
っ
た
一

九―
二
九
年

の
頃
に
は
主
に
銅
版
画
を
手
が
け
て
い
た。
一

九
三
二
年
頃
に
今
純
三
か
ら
教
授
さ
れ
て
以

来
エ
ッ
チ
ン
グ
に
の
め
り
込
み、

郷
里
の
港
や
河
口
風
景
を
描
い
た
一

連
の
重
厚
な
作
で、

一

九
三
五
年
の
第
二
部
会
第
一

回
展
を
皮
切
り
に、

翌
年
の
文
展
鑑
査
展、

翌
々
年
の
第
一

回
新
文
展
へ
と
入
選
を
運
ね
て
い
た
の
で
あ
る。

そ
の
関
野
が
ア
オ
イ
書
房
の
志
茂
太
郎
に

伴
わ
れ、
一

木
会
の
舞
台
と
な
る
溜
洒
な
恩
地
邸（
註
9
)

を
初
め
て
訪
れ
た
時
の
様
子
を、

本

人
の
回
想
か
ら
聞
こ
う。

春
光
麗
わ
し
い、

明
る
い
邸
宅
に
住
み、

版
画
界
の
雑
用
に
追
わ
れ
る
事
も
な

く、

静
か
に
制
作
を
続
け
て
い
る
か
ら、

あ
か
ぬ
け
し
た
作
品
が
生
ま
れ
て
く

る。

私
は
感
動
し
た。

文
展
も
二
科
も
な
い、

恩
地
先
生
の
版
木
の
削
り
く
ず
を

拝
し
て、

国
展
に
出
品
さ
せ
て
貰
お
う
と
願
っ
た。
（
註
10
)

こ
こ
に
表
白
さ
れ
て
い
る
の
は
単
な
る
出
品
先
の
変
更
で
は
な
い。

生
ま
れ
育
っ
た
環
境

と
は
ま
る
で
違
う、

恩
地
の
「
あ
か
ぬ
け
し
た」

作
風
と
募
ら
し
ぶ
り
に
驚
嘆
し
た
関
野

は、

恩
地
の
「
版
木
の
削
り
く
ず
を
拝」

す
る、

す
な
わ
ち
恩
地
の
弟
子
と
な
っ
て
木
版
画

に
精
進
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
あ
る。

そ
し
て
本
人
い
わ
く
「
付
人
的
存
在」

と
し
て

（
註
11
)

恩
地
の
造
形
や
思
考
法
を
学
び、

上
京
し
て
見
い
だ
し
た
裸
婦
と
い
う
新
た
な
素
材

を、

恩
地
ゆ
ず
り
の
ざ
ら
つ
い
た
彫
り
と
水
気
た
っ
ぷ
り
の
摺
り
を
も
っ
て
木
版
連
作
に
結

実
さ
せ
て
ゆ
く。
一

木
会
は
恩
地
と
関
野
の
交
情
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
が、

そ
の
成

立
の
背
後
に、

恩
地
と
の
出
会
い
が
も
た
ら
し
た
関
野
の
「
転
向」

と
も
い
う
べ
き
木
版
へ

の
開
眼
が
あ
っ
た
事
実
を
ま
ず
は
確
認
し
て
お
く。

[

2
]

戦
中
の
創
作
ー『
一

木
会
豆
版
画
帖
博
物
譜』

と
《
一

木
集》

ー

恩
地
と
関
野、

山
口
に
つ
い
で
一

木
会
の
常
連
と
な
っ
た
の
は、

加
藤
太
郎
と
杉
原
正
巳

で
あ
っ
た。

と
も
に
東
京
美
術
学
校
臨
時
版
画
教
室
で
平
塚
運
一

に
木
版
を
学
び、

こ
の
道

に
入
っ
た
若
者
で
あ
る（
註
12
)。
一

木
会
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
不
明
だ
が、

彼
ら
は
一

九

三
七
年
の
日
本
版
画
協
会
展
に
初
入
選
し
て
い
る
か
ら、

恩
地
と
は
早
く
か
ら
面
識
が
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る。

作
品
に
関
す
る
恩
地
の
講
評
を
『
日
本
版
画
協
会
々
報』

か
ら
拾
っ

て
み
る
と、

杉
原
の
第
六
回
展
入
選
作
に
つ
い
て、

そ
の
「
ポ
ン
チ
的
趣
味」

に
難
色
を
示

し
つ
つ
も
「
特
色
あ
る
此
人
の
出
た
こ
と
は
し
か
し
喜
ば
し
い
」

と
す
る
賛
辞
が
あ
り（
註

13
)、

加
藤
の
第
七
回
展
入
選
作
に
つ
い
て
は、
「
加
藤
君
と
し
て
は
実
力
以
下
の
出
来
と
思

う。

燃
焼
不
足
を
感
ず
る」

と
す
る、

ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
嘱
望
と
そ
れ
ゆ
え
の
落
胆
を
あ
ら

わ
に
し
た
論
評
が
あ
る（
註
14
)。

ふ
た
り
が、

当
時
代
々
木
の
自
宅
で
や
は
り
版
画
研
究
会
を

主
宰
し
て
い
た
平
塚
で
は
な
く
恩
地
を
選
ん
だ
の
は、

美
校
時
代
か
ら
福
沢
一

郎
を
介
し
て

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
ふ
れ
て
い
た
彼
ら
に
と
っ
て
平
塚
の
素
朴
な
表
現
は
も
の
足
ら
ず、

恩
地
の
新
鮮
な
造
形
に
こ
そ、

版
の
持
つ
無
限
の
可
能
性
を
見
た
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う。

ま

た
恩
地
も、

美
校
か
ら
の
新
星
出
現
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
ふ
し
が
あ
る。

関
野
が

18 



図1 恩地孝四郎装禎
『一木会豆版画帖博物譜』表紙千葉市美術館蔵

深
い
。

閏］闘

帖
今

面
木

版―
-
?

図2 同扉

「
恩
地
先
生
は
人
徳
の
あ
る
人
だ
っ
た
が、

少
々
風
が
わ
り
な、

ま
と
も
な
務
め
な
ど
を
し

て
い
な
い
若
い
画
人
が
そ
の
門
を
た
た
く。

美
術
学
校
出
身
の
加
藤
太
郎、

杉
原
正
巳
の
両

君
も
恩
地
門
を
た
た
い
て
一

木
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
」（
註
15
)

と
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
書
い
て

い
る
の
も、

恩
地
の
柔
軟
さ
と
そ
れ
に
対
す
る
ふ
た
り
の
強
い
共
鳴
を
う
か
が
わ
せ
て
興
味

こ
う
し
て
五
名
と
な
っ
た
一

木
会
の
雰
囲
気
を
し
の
ば
せ
る
の
が、
『
一

木
会
豆
版
画
帖

博
物
譜』

で
あ
る
（
図
1
)
。

恩
地
に
よ
れ
ば
武
井
武
雄
の
豆
本
熱
に
感
染
し
た
結
果
と
い
う

（
註
16
)、

掌
に
乗
る
ほ
ど
の
木
版
絵
本
で
あ
る。

実
は
こ
の
企
画
は
戦
中
に
一

度
頓
挫
し
て
い

て、

完
成
し
た
の
は
戦
後
の
一

九
五
0
年
五
月
で
あ
っ
た。

関
野
は
「
一

木
会
が
出
来
て
程

な
く
内
容
は
完
成
し
た
」

と
書
い
て
い
る
が（
註
17
)、

本
作
の
扉
に
刻
ま
れ
た
年
記
は

「
2
6
0
5」
（
図
2）
、

す
な
わ
ち
西
暦
一

九
四
五
年
で
あ
る。

戦
後
五
年
が
経
と
う
と
す
る
時
期

に
皇
紀
の
ま
ま
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が、

版
木
が
完
成
し
た
の
は
こ
の

年
で
あ
ろ

う（
註
18
)。

加
藤
は
一

九
三
九
年
か
ら
四
四
年
に
か
け
て、

杉
原
は
一

九
三
九
年
か
ら
四
二
年

に
か
け
て
断
続
的
に
入
隊
し
て
お
り（
註
19
)、

お
そ
ら
く
は
そ
う
し
た
事
情
か
ら
制
作
が
延
び

延
び
と
な
り、

版
木
は
整
っ
た
も
の
の
結
局
は
戦
況
の
悪
化
に
よ
り
出
版
で
き
な
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る。

内
容
は、

身
近
な
博
物
学
か
ら
五
つ
の
テ
ー
マ
ー
「
獣」
（
恩
地）
、
「
貝」

（
山
口）
、
「
虫」
（
関
野）
、
「
岬」
（
杉
原）
、
「
木」
（
加
藤）
ー
が
選
ば
れ、

各
々
が
木
版
画
と
詩

を
寄
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る。

紙
の
地
色
を
活
か
し
た
カ
ッ
ト
に
美
し
い
字
体
を
合
わ
せ

る
構
成
は
恩
地
の
好
み
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
が、

そ
れ
ぞ
れ
の
頁
の
完
成
度
は
高
く、

と
り
わ
け
杉
原
と
加
藤
に
よ
る
鮮
烈
な
造
形
は
一

木
会
と
い
う
枠
を
超
え、

同
時
代
の
創
作

版
画
を
も
代
表
す
る
最
良
の
果
実
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う。

加
藤
は
版
木
の
成
っ
た
一

九
四

五
年
に、

杉
原
は
翌
年
に、

い
ず
れ
も
戦
争
で
得
た
病
に
よ
り
没
し
た。

数
年
の
歳
月
を
経

た
出
版
は、

早
世
し
た
ふ
た
り
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る。

加
藤
と
杉
原
に
つ
ぐ
一

木
会
の
常
連
は
守
洞
春
と
孔
版
の
若
山
八
十
氏
だ
っ

た
と
い

う
が（
註
20
)、

ほ
か
に
も
参
加
者
の
輪
は
広
が
っ
て
い
た
ら
し
い
。

そ
し
て
一

九
四
四
年、

世

話
役
関
野
が
版
画
の
交
換
会
を
思
い
つ
く。
『
博
物
譜』

と
同
様
武
井
武
雄
が
ー
今
度
は
武

井
が
主
宰
し
て
い
た
賀
状
交
換
会
が
手
本
と
な
っ
た。

…
戦
時
下
の
版
画
遊
び
と
し
て、

作
品
の
交
換
会
を
や
ろ
う
と
私
が
発
言
し
た。

武
井
武
雄
の
榛
の
会
に
な
ら
っ
て、

版
画
は
何
枚
か
手
摺
り
出
来
る
か
ら、

会
員

の
人
数
分
摺
っ
て
年
刊
に
し
よ
う
と
提
案
す
る。

故
に
限
定
は
各
集
共
参
加
者
分

で
二
0
部
以
内
で
あ
る。

何
よ
り
恩
地
先
生
の
版
画
が
欲
し
か
っ
た。
（
註
21
)

師
の
版
画
を
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
不
純
な
動
機
が
あ
っ
た
に
し
て
も、

関
野
の
提
案
は

重
要
な
版
画
集
を
世
に
残
す
こ
と
に
な
っ
た。

名
前
は
「
一

木
集」、

戦
中
に
ま
と
め
ら
れ

た
の
は
一

九
四
四
年
九
月
の
ー
の
み
で
あ
っ
た
が、

戦
後
は
一

九
四
六
年
五
月
か
ら
毎
年
一

冊
の
ペ
ー
ス
で
制
作
さ
れ、

五
0
年
―

二
月
の
VI
ま
で
続
い
て
い
る。

参
加
人
数
は
全
部
で

三
四、

寄
せ
ら
れ
た
作
品
数
は
一

01―一
に
の
ぼ
り（
註
22
)、

展
覧
会
と
は
無
縁
で
会
員
名
簿
も

な
い
一

木
会
に
あ
っ
て、

そ
の
活
動
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る。

《
一

木
集
》

の
全
容
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
『
一

木
会
展
ー
恩
地
孝
四
郎
と
そ
の
周
辺
—』
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図3 〈一木集〉I たとう

図4 〈一木集〉I 寄書

に
詳
し
い
が、

千
葉
市
美
術
館
に
も
完
品
で
は
な
い
も
の
の
六
集
す
べ
て
が
収
蔵
さ
れ
て
い

る（
註
23
)。

当
館
所
蔵
の
ー
を
見
て
み
る
と、

台
紙
に
貼
ら
れ
た
作
品
あ
る
い
は
本
紙
そ
の
も

の
が、

三
つ
折
り
の
和
紙
に
畳
み
込
ま
れ
る
体
裁
を
と
っ
て
い
る。

表
題
の
筆
跡
は
恩
地、

サ
イ
ン
と
印
も
添
え
ら
れ
て
い
る
（
図
3
)
。

た
と
う
を
開
く
と
若
山
が
孔
版
印
刷
し
た
似
顔

入
り
の
寄
せ
書
き
が
あ
り（
因
4
)
、

関
野
に
よ
る
扉
に
続
い
て
一

三
名
の
作
品
が
収
め
ら
れ

て
い
る。

紙
の
サ
イ
ズ
は
揃
っ
て
い
る
が
紙
質
や
イ
メ
ー
ジ
サ
イ
ズ
は
ま
ち
ま
ち
で、

版
画

集
と
い
う
よ
り
は
簡
素
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
い
っ
た
趣
で
あ
る。

こ
こ
ま
で
に
ふ
れ
た
以

外
の
メ
ン
バ
ー
は
川
西
英、

山
口
進、

根
市
良
三、

畦
地
梅
太
郎、

谷
口
薫
美、

木
村
版

兵。

関
野
に
よ
る
集
中
唯
一

の
肖
像
画
〈
恩
地
孝
四
郎
像〉
（
図
5）
が‘

-

木
会
の
指
導
者

た
る
恩
地
の
カ
リ
ス
マ
性
を
強
烈
に
印
象
づ
け
て
い
る。

《
一

木
集
》

ー
に
関
し
て
は、

関
野
の
手
に
な
る
「
一

木
会
版
画
作
品
集
『
一

木
集』

刊

行
に
就
て
」

と
題
さ
れ
た
ガ
リ
版
の
印
刷
物
が
あ
り、

当
時
の
状
況
が
あ
る
程
度
わ
か
る。

そ
れ
に
よ
れ
ば
八
月
三
日
の
例
会
で
創
刊
が
決
ま
り、

次
の
会
に
作
品
を
持
ち
寄
る
よ
う

（
ま
た
は
送
る
よ
う）
「
一

木
会
既
出
席
者」
一

七
名
に
声
が
か
け
ら
れ
た。

全
員
の
氏
名
が

記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
一

九
四
四
年
八
月
の
時
点
で
の
参
加
者
が
判
明
す
る
の
だ
が、

こ
の

図5 関野準一郎〈恩地孝四郎像〉(《-木集〉I)

う
ち
斎
藤
清、

品
川
工、

北
岡
文
雄、

松
尾
醇
一

郎
の
四
名
は
何
ら
か
の
事
情
で
作
品
を
提

供
し
な
か
っ
た。

版
画
集
が
構
想
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る。

嘗
っ
て
全
国
に
見
え
た
版
画
誌
も
皆、

消
え、

版
画
協
会
の
日
本
百
景
カ
レ
ン
ダ

ー
も
無
く
な
り、

最
近、

若
山
氏
の
孔
版
も
廃
刊
の
止
む
な
き
に
到
る
な
ど
淋
し

い
事
ば
か
り
で
す
か
ら、

此
の
際、

版
画
に
の
み
出
来
る
交
換
作
品
集
で
鬱
憤
を

晴
ら
そ
う
と
い
う
わ
け
で
す。
（
註
24
)

こ
の
資
料
に
は
製
版
が
一

旦
済
ん
で
か
ら
慌
て
て
加
え
た
と
お
ぼ
し
き
「
九
月
七
日
（
一

木）
夜
警
報
の
場
合
ハ

作
品
持
参
の
集
り
は
第
二
木
曜
で
す。
」

と
の
但
し
害
が
あ
っ
て、

戦

争
も
末
期
に
近
い
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
の
だ
が（
註
25
)、

収
録
作
品
は
と
い
え
ば
穏
や
か
な

風
景
画
が
大
半
を
占
め、

時
代
を
感
じ
さ
せ
な
い
長
閑
さ
だ。

交
換
会
と
い
う
形
を
と
っ
た

の
は
出
版
統
制
を
回
避
す
る
た
め
で
も
あ
ろ
う
が、

こ
の
時
期
に
「
版
画
遊
び」

な
ど
を
し

て
い
ら
れ
た
の
は、

関
野
が
岩
崎
通
信
機
と
い
う
軍
需
会
社
に
勤
め、

若
山
と
守
が
海
軍
省

に
所
属
し
て
い
た
事
実
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う。

若
山
は
個
人
雑
誌
『
孔
版』

を
さ
え

主
宰
し
て
お
り
(
-

九
四―
一
年
九
月
創
刊）
、

一

九
四
四
年
八
月
の
二
四
号
ま
で
存
続
さ
せ
て

い
る。

そ
も
そ
も
恩
地
孝
四
郎
と
海
軍
省
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
一

木
会
と
い
う
結
社
を
可

》
牟
含・
AI
な
ミ？`．
•
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恩
地
家
は
焼
け
る
こ
と
な
く
終
戦
を
迎
え、

戦
後、

新
た
な
表
現
を
開
拓
し
て
国
際
的
な

評
価
を
得
る
作
家
た
ち
の
拠
点
と
な
っ
て
ゆ
く。
一

木
会
が
い
つ
か
ら
再
開
さ
れ
た
の
か
は

定
か
で
な
い
が、
《
一

木
集
》

11
は
一

九
四
六
年
五
月
に
ま
と
め
ら
れ
た。

再
び
関
野
の
言

葉
を
引
こ
う。

コ

ー
ハ

イ

戦
争
が
終
わ
っ
て
も、

物
資
が
不
足
し
て
い
た
し、

世
は
荒
廃
し
て
遊
び
と
て
な

い
の
で、

昭
和
ニ
―

年
五
月
一

木
集
二
輯
を
作
っ
た。
（
註
27
)

基
本
的
な
体
裁
は
ー
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
が、

関
野
の
何
気
な
い
語
り
口
と
は
裏
腹
に、

II
に
は
不
思
議
な
事
態
が
出
来
し
て
い
る。

エ
ル
ン
ス
ト
・
ハ
ッ
カ
ー、

ジ
ョ
ン
・

シ
ェ
パ

ー
ド、

ア
ロ
ン
ゾ
・

フ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
三
人
の
進
駐
軍
兵
士
が
木
版
画
を
寄
せ
て
い
る
の

で
あ
る。

よ
く
知
ら
れ
る
と
お
り、

戦
後
の
恩
地
家
は
あ
ま
た
の
ア
メ
リ
カ
人
コ
レ
ク
タ
ー

や
研
究
者
を
迎
え、

日
本
の
創
作
版
画
を
国
外
に
紹
介
す
る
う
え
で
非
常
に
大
切
な
役
割
を

果
た
す
の
だ
が、
《
一

木
集
》

II
に
参
加
し
た
三
人
は
そ
の
先
駆
け
で
あ
っ
た。

前
月
の
日

本
版
画
協
会
第
一

四
回
展
に
も
出
品
し
て
い
る。

――一
人
の
う
ち
ハ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
は
ロ
ー
レ
ン
ス
・

ス
ミ
ス（
註
28
)

お
よ
び
桑
原
規
子
の
著

作（
註
29
)

に
詳
し
い
。

そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
ハ
ッ
カ
ー
は
一

九
四
六
年
の
春
に
来
日
し、

ア
ー
ニ

ー
・
パ
イ
ル
劇
場
で
印
刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
て
い
た。

そ
し
て
劇
場
近
く
の
丹
緑
堂

[

3
]

戦
後
の
動
き
ー
ハ
ッ
カ
ー
と
の
交
流
か
ら

能
に
し
た
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
も
あ
り（
註
26
)、

現
時
点
の
稿
者
に
は
残
念
な
が
ら
情
報
が

な
く
こ
れ
以
上
論
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
が、

戦
時
に
お
け
る
一

木
会
の
あ
り
か
た
は

今
後
詳
細
に
検
証
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う。
《
一

木
集
》

I
以
降
の
動
き
と
し
て
は
前
述
し

た
『
博
物
譜』

が
あ
る
ば
か
り
で、

日
に
日
に
空
襲
の
苛
烈
に
な
っ
て
ゆ
く
東
京
で、

一

木

会
が
い
つ
ま
で
ど
の
よ
う
に
続
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

と
い
う
浮
世
絵
店
で
木
版
画
集
《
東
京
回
顧
図
絵》

を
見
て
惹
か
れ、

作
者
の
ひ
と
り
で
あ

る
恩
地
を
友
人
と
と
も
に
訪
ね
て
一

木
会
に
も
顔
を
だ
す
よ
う
に
な
る。

滞
日
期
間
は
半
年

に
す
ぎ
な
か
っ
た
が、

恩
地
と
は
同
じ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
立
場
を
超
え
た
友
情
を
結

び、

終
生
敬
愛
の
念
を
抱
き
続
け
た
と
い
う。

ハ
ッ
カ
ー
を
魅
了
し
た
《
東
京
回
顧
図
絵》

の
版
元
は
富
岳
本
社
で
あ
る。

社
主
は
も
と

高
見
澤
木
版
社
々
長
で
当
時
恩
地
家
の
隣
に
住
ん
で
い
た
上
村
益
郎、

顧
問
を
務
め
て
い
た

の
は
恩
地
で
あ
っ
た。

一

九
四
五
年
十
1

一
月
と
い
う
時
期
に
世
に
出
た
《
東
京
回
顧
図
絵
》

は
同
社
の
初
仕
事。

昭
和
は
じ
め
の
《
新
東
京
百
景
》

か
ら
十
点
を
復
刻
し、

新
作
五
点
を

あ
わ
せ
た
風
景
版
画
集
だ
が、

恩
地
は
制
作
が
進
む
頃、
「
大
い
に
木
版
と
出
版
に
邁
進
す

る
こ
と
と
し
着
々
仕
事
を
進
行」

し
て
い
る
と
や
や
興
奮
気
味
に
語
っ
て
い
る（
註
30
)。

関
野
に
よ
れ
ば
富
岳
本
社
は、

彼
の
勤
務
し
て
い
た
岩
崎
通
信
機
が
「
方
針
を
変
え
て、

進
駐
軍
向
き
の
仕
事
に
手
を
出
し」

て（
註
31
)、

つ
ま
り
は
資
金
提
供
を
し
て
で
き
た
会
社
で

あ
っ
た。

上
村
は
戦
中、

木
版
画
の
伝
統
技
術
保
存
者
と
い
う
名
目
で
日
本
美
術
及
工
芸
統

制
協
会
（
美
統）
か
ら
優
先
的
に
資
材
の
配
給
を
受
け
て
い
た
か
ら（
註
32
)

和
紙
の
蓄
え
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ、

こ
れ
も
戦
後
す
ぐ
の
出
版
活
動
を
可
能
に
し
た
理
由
だ
ろ
う。

富
岳
本
社
と

恩
地
と
が
組
ん
だ
版
画
集
あ
る
い
は
版
画
を
前
面
に
押
し
だ
し
た
著
作
は
現
在
六
点
を
確
認

し
て
い
る
が（
註
33
)、

や
は
り
日
本
語
に
英
語
の
併
記
さ
れ
た
外
国
人
を
対
象
と
し
た
も
の
が

多
い
。

ハ
ッ
カ
ー
が
《
東
京
回
顧
図
絵》

に
ふ
れ、
一

九
四
六
年
五
月
に
は
創
作
版
画
の
展

覧
会
を
開
催
し
た
と
い
う
丹
緑
堂
に
し
て
も、

こ
れ
は
上
野
広
小
路
で
罹
災
し
た
浮
世
絵

商
・

荒
井
商
店
が
ア
ー
ニ
ー
・
パ
イ
ル
劇
場
前
に
設
け
た
仮
店
舗
な
の
だ
が（
註
34
)、

い
う
ま

で
も
な
く
進
駐
軍
を
あ
て
込
ん
だ
店
で
あ
っ
た。
一

木
会
と
ハ
ッ
カ
ー
と
の
つ
な
が
り
を
追

う
こ
と
で
浮
か
び
あ
が
る、

戦
中
か
ら
敗
戦、

占
領
下
に
か
け
て
の
物
資
の
流
れ
や
進
駐
軍

と
い
う
新
た
な
顧
客
を
め
ぐ
る
混
沌
と
し
た
状
況
ー。

つ
ま
り
は
こ
れ
こ
そ
が、

戦
後
の
創

作
版
画
が
出
発
し
た
風
景
で
あ
っ
た。
《
東
京
回
顧
図
絵
》

に
収
め
ら
れ
た
平
塚
運
一

と
川

上
澄
生、

前
川
千
帆
の
作
品
が
若
手
作
家
に
よ
る
復
刻
だ
っ
た
よ
う
に、

作
品
の
質
も
必
ず
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し
も
高
く
は
な
く、

土
産
用
の
浮
世
絵
版
画
と
と
も
に
雑
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ。

山
口
源
は
当
時
の
事
情
を、

や
や
皮
肉
を
込
め
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る。

戦
争
が
終
わ
っ
て、

版
画
の
活
動
は、

在
京
会
員
達
に
よ
っ
て
い
ち
早
く
始
め
ら

れ
た。

恩
地
家
の
隣
り
に
高
見
沢
の
上
村
氏
が、

田
河
水
泡
氏
の
疎
開
の
後
に
住

ん
で
い
た
の
な
ど
も、

何
か
の
因
縁
だ
ろ
う
が、

恩
地
さ
ん、

関
野
準一

郎
氏
ら

が
中
心
に
な
っ
て、

ま
ず
ス
ー
ベ
ニ
ア
的
版
画
集
を
シ
リ
ー
ズ
で
出
版
し
だ
し

た。

数
寄
屋
橋
の
東
朝
の
前
に
焼
残
っ
た
ビ
ル
の
一

階
の
シ
ョ
オ
ウ
イ
ン
ド
ウ

に、

他
の
お
土
産
品
と
同
居
で、

お
目
見
え
だ。
（
註
35
)

す
で
に
指
摘
が
あ
る
と
お
り（
註
36
)、
ハ
ッ
カ
ー
と
シ
ェ
パ
ー
ド、

フ
リ
ー
マ
ン
が
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
一

木
会
の
メ
ン
バ
ー
の
警
戒
心
を
解
き、

親
近
感
を
抱
か
せ、

ア

メ
リ
カ
人
に
日
本
式
の
木
版
技
法
を
伝
授
し、

さ
ら
に
は
日
本
版
画
協
会
展
や
《
一

木
集》

に
招
く
と
い
う
麗
し
い
や
り
と
り
を
実
現
さ
せ
た。

そ
し
て
日
陰
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
創
作

版
画
を
ア
メ
リ
カ
人
が
高
く
評
価
す
る
と
い
う
想
定
外
の、

し
か
し
喜
ば
し
い
認
識
が、

や

が
て
一

木
会
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
や
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ス
タ

ッ
ト
ラ
ー
ら
創
作
版
画
の
恩
人
た
ち
と
の
対
等
な
交
際
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る（
註
37
)。
一

九
五
0
年
代
以
降
に
日
本
の
版
画
家
た
ち
が
国
際
展
を
舞
台
に
活
躍
し
て
ゆ
く
下
地
は、

四

0
年
代
後
半
の
進
駐
軍
関
係
者
の
高
評
な
く
し
て
は
あ
り
え
ず、

ゆ
え
に
一

木
会
の
果
た
し

た
役
割
は
大
き
い。

た
だ
し
戦
後
ま
も
な
い
同
会
と
そ
の
周
辺
を
仔
細
に
蜆
察
す
る
な
ら

ば、

日
米
の
交
流
が
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
よ
う
な
単
純
な
構
図
ー
戦
前
か
ら
変
わ
ら
ぬ
創
作

版
画
を
ア
メ
リ
カ
人
が
「
発
見」

し
た
と
す
る
も
の
ー
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
も
わ
か
る
の

で
あ
る。

[

4
]

実
験
の
場
と
し
て
＼
一

木
会
の
終
焉

先
に
引
い
た
山
口
源
の
文
章
は、
「
お
土
産
品」

で
あ
る
こ
と
に
ひ
そ
か
に
反
発
を
抱
き、

「
後
日
あ
る
人
か
ら、

当
時
恩
地
さ
ん
も
そ
う
い
う
考
え
で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て、

頭
の
下
る
思
い
が
し
た」

と
い
う
く
だ
り
に
続
い
て
い
る（
註
38
)。
「
ス
ー
ベ
ニ
ア
的
版
画
集」

を
制
作
す
る
一

方
で、

確
か
に、

新
た
な
表
現
へ
の
模
索
も
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る。
一

木
会
は
そ
の
実
験
の
場
で
も
あ
っ
た。

こ
れ
は
多
分、

終
戦
直
後
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
が、

私
は
田
舎
に
疎
開
し
て
い

た
が、
一

木
会
に
は
必
ず
出
席
し
て
い
た
の
で、

試
作
し
た
「
物
体
版
画」

11
実

物
を
版
材
と
し
た
も
の
11
を、

そ
こ
で
発
表
し
た。

そ
れ
が
他
人
に
見
せ
た
始
め

で
あ
っ
た
か。
（
註
39
)

《
一

木
集》

に
お
け
る
「
物
体
版
画」

の
初
出
は
一

九
四
八
年
九
月
の
W、

本
集
に
は
恩

地
に
よ
る
〈
ア
レ
ゴ
リ
ー
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵〉

と
山
口
の
〈
木
ノ
葉〉

が
収
録
さ
れ
て
い

る（
図
6、

7
)。

こ
の
試
み
は
恩
地
の
方
が
早
く、

同
年
四
月
の
第
二
回
現
代
美
術
総
合
展

に
出
品
さ
れ
た
〈
Fo
rme
No.
5
不
定
形
へ
の
愛
情〉

に
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
が、

五
ヶ

月
足
ら
ず
後
の
山
口
の
発
表
は、
一

木
会
で
の
実
験
の
共
有
を
想
像
さ
せ
る。

一

木
会
で
か
つ
て
な
い
版
表
現
が
試
さ
れ
て
い
た
頃、

新
た
な
メ
ン
バ
ー
が
顔
を
見
せ

る。

銅
版
画
家
駒
井
哲
郎
で
あ
る。

恩
地
と
の
出
会
い
は
一

九
三
七
年
に
さ
か
の
ぼ
る
が、

長
い
空
白
を
経
た
一

九
四
七
年
ま
た
は
四
八
年、

関
野
に
連
れ
ら
れ
て
同
会
を
訪
れ
た。

長

谷
川
潔
へ
の
心
酔
に
比
し
て
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
が、

晩
年
の
恩
地
に
駒
井
は
親

し
み、

生
涯
尊
敬
し
続
け
た。

駒
井
は
後
年
の
「
恩
地
孝
四
郎
頌」

と
い
う
文
章
の
な
か

で、

恩
地
を
「
人
間
の
自
由
と
感
惜
の
解
放
を
こ
の
上
も
な
く
尊
重
し
た
詩
人
で
あ
っ
た」

と
実
に
的
確
に
形
容
し、

次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る。

世
界
的
に
見
て
も
先
駆
的
と
云
え
る
先
生
の
遺
さ
れ
た
多
く
の
詩
的
版
画
は
そ
の

技
術
に
於
て
も
全
く
新
し
い
も
の
で
あ
り、

新
し
い
技
法
と
作
品
形
成
の
思
想
は



一

体
と
な
っ
て
お
り、

版
材
と
素
材
と
に
よ
っ
て
思
考
し
た
と
云
っ
て
も
よ
く、

技
法
の
役
割
は
可
成
り
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
よ
う
だ。

最
晩
年
の
多
く
の

作
品
は
新
し
い
技
術
に
一

切
を
賭
け
た
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思

う。
（
註
40
)

版
材
と
素
材
に
よ
る
思
考
と
は、

た
だ
ち
に
物
体
版
画
を
思
わ
せ
る。
《
一

木
集》

W
に

は
参
加
し
て
い
な
い
が、

駒
井
は
恩
地
が
は
じ
め
て
物
体
版
画
を
発
表
し
た
一

九
四
八
年、

恩
地
好
み
の
紐
を
用
い
た
〈
孤
独
な
鳥〉

と、

や
は
り
恩
地
が
多
用
し
た
葉
を
転
写
し
た

〈
思
い
出〉

を
制
作
し
て
い
る。

翌
年
に
は
《
一

木
集》

＞
に
〈
肖
像(
Po
rtr
毎
de
G
illes
 

de
 
Rai
s
)

を
寄
せ、

葉
脈
を
ひ
げ
に
見
立
て
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
作
を
披
露
し
て
い
る（
図
8
)。

恩
地
の
影
響
は
制
作
法
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い。

駒
井
が
理
想
の
版
画
を
語
る
際
に
し
ば
し

ば
例
に
あ
げ
た
「
音
楽」

は、

恩
地
が
一

木
会
で、

造
形
の
在
る
べ
き
姿
を
た
と
え
た
言
葉

で
あ
っ
た。
一

木
会
に
お
け
る
恩
地
を
回
想
し
た
北
岡
文
雄
の
文
章
を
引
こ
う。

恩
地
孝
四
郎
の
版
画
の
技
法
は
自
由
奔
放
だ
っ
た。

絶
対
音
楽
に
な
ら
っ
て
絶
対

絵
画
と
い
う
言
葉
を
用
い
純
粋
版
画
と
い
う
言
葉
は
用
い
な
か
っ
た
が、

写
実
を

否
定
し
版
と
し
て
の
純
粋
な
造
型
表
現
が
目
的
で
あ
っ
た。
（
註
41
)

三

図6 恩地孝四郎〈アレゴリ ー コロンブスの卵〉
（〈一木集〉W)

恩
地
孝
四
郎
は
戦
後、

戦
中
に
は
思
う
よ
う
に
探
求
も
発
表
も
で
き
な
か
っ
た
抽
象
表
現

を
開
花
さ
せ、

版
に
ま
つ
わ
る
あ
ら
ゆ
る
固
定
観
念
か
ら
の
解
放
を
目
ざ
し
た。

紐
や
葉、

ボ
ー
ル
紙
や
布、

木
片
や
木
炭、

果
て
は
靴
底
に
ま
で
版
材
を
求
め、

同
じ
図
を
複
数
制
作

す
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
た。
一

木
会
は
そ
の
成
果
を
若
い
世
代
に
問
い、

と
も
に
深
め、

伝
え
る
大
切
な
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る。

た
だ
し、

戦
後
の
恩
地
が
専
ら
と
し

た
実
物
版
画
と
銅
版
画
の
新
星
の
登
場
は、

木
版
画
の
会
で
あ
る
一

木
会
の
終
焉
を
も
意
味

し
て
い
た。
《
一

木
集》

に
し
て
も、

恩
地
の
頭
か
ら
は
す
で
に
複
数
制
作
と
い
う
概
念
が

消
え、

物
体
版
画
を
発
表
し
始
め
た
W
以
降
に
寄
せ
た
作
は
摺
り
に
よ
っ
て
み
な
表
情
が
違

う。

た
と
え
十
数
部
で
あ
っ
て
も、

同
じ
も
の
を
人
数
分
摺
っ
て
共
有
す
る
版
画
交
換
会
と

い
う
発
想
自
体
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る。

そ
し
て
一

木
会
は、

始
ま
り
が
曖
味
で
あ
っ
た
よ
う
に
い
つ
の
ま
に
か
幕
を
閉
じ
た。

同

会
に
集
っ
た
作
家
た
ち
の
多
く
は、

そ
の
舞
台
を
世
界
へ
と
広
げ
よ
う
と
し
て
い
た。

最
後

の
《
一

木
集》

と
な
っ
た
VI
が
成
っ
た
一

九
五
0
年―
―
一
月
頃
に
つ
い
て、

関
野
は
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
る。

こ
の
頃
か
ら
国
際
展
が
次
々
と
開
催
さ
れ、

版
画
家
は
そ
の
出
品
作
制
作
で
い
そ

図7 山口源〈木ノ葉〉(〈-木集》IV)

図8 駒井哲郎〈Partrait de Gilles de Rais〉
（〈一木集〉V)
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一

木
会
の
始
ま
り
か
ら
終
焉
ま
で
を
追
い
、

重
要
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
出
来

事
を
拾
っ
て
み
た。

断
片
的
な
情
報
を
つ
な
げ
た
粗
描
に
す
ぎ
ず
全
容
に
は
ほ
ど
遠
い
が、

恩
地
孝
四
郎
と
い
う
圧
倒
的
な
力
量
と
魅
力
と
を
そ
な
え
た
版
画
家
の
率
い
た
こ
の
会
が、

戦
中
か
ら
戦
後
ま
も
な
く
に
か
け
て
の、

創
作
版
画
界
の
諸
相
を
象
徴
す
る
場
で
あ
る
こ
と

は
確
認
で
き
た。

同
会
に
つ
い
て
は
引
き
続
き、

考
察
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る。

以
上、

が
し
く
な
り、
（
中
略）
恩
地
一

門
の
一

木
会
か
ら、

次
々
と
代
表
選
手
が
出
現
し

て
「
一

木
集」

は
自
然
消
滅
の
形
に
な
っ
て
終
わ
っ
た
の
で
あ
る。
（
註
42
)

一

九
七
六
年、

『一

木
会
展
ー
恩
地
孝
四
郎
と
そ
の
周
辺
ー』（
関
野
準一
郎
「
一

木
集
の
思
い
出」

所
収）
リ
ッ
カ
ー

美
術
館（
財
団
法
人
平
木
浮
世
絵
財
団）、
一
九
七
九
年。

な
お
本
稿
で
頻
出
す
る
こ
と
に
な
る
関
野

準一

郎
に
つ
い
て、

名
前
を
「
準一

郎」

と
す
る
資
料
が
多
い
が、

本
稿
で
は
近
年
の
用
例
に
な
ら

っ
て
「
準一

郎」

で
統一
す
る
こ
と
と
す
る。

に
gence
S
mi
th
,]ap
a,
蕊e
p
nミ
ts
Du
ri
ng
 the
 Allied
 Oc
c̀i
pation
 1
945
 -1

952 ,
 B
ritish
 Museu
m ,

Lo
ndo
ǹ
2002 .
 

前
掲
書（
註
1

)、

頁
記
載
な
し

「
関
野
準一

郎
氏
は
高
円
寺
に、

私
は
天
沼
に
住
ん
で
い
た
が、

ち
ょ
い
ち
ょ
い
恩
地
家
で
顔
を
あ

わ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら、

他
の
人
も
現
わ
れ
る
と
な
る
と、
一

定
の
日
を
き
め
て
集
ま
っ
た
方
が、

恩

地
さ
ん
も
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
が
す
く
な
く
て
す
む
だ
ろ
う
と、

版
画
の
研
究
会
と
い
っ
た
も
の
が、

い
つ
の
間
に
か
生
ま
れ
た
と
い
う
次
第
で
あ
っ
た。」
（
山
口
源
「
版
画
と
私」
『
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル』

四
八、
一
九
六
四
年
五
月、

四―
二
頁）

関
野
準一
郎
『
わ
が
版
画
師
た
ち
ー
近
代
日
本
版
画
家
伝』

講
談
社、
一
九
八
二
年、
一
五
六
頁

恩
地
孝
四
郎
に
よ
る
序、

恩
地
編
『
一

木
会
豆
版
画
帖
博
物
譜』

青
園
荘
私
家
版、
一
九
五
0
年

前
掲
書（
註
4
)、

四
三
頁

山
口
源
「
戦
時
下
の
版
画
家」、

関
野
準一

郎
編
『
版
画
協
会
五
十
年
系
譜
第
四
0
回
版
画
展
記

念』

日
本
版
画
協
会、
一

九
七
二
年、

頁
記
載
な
し

住
所
は
東
京
府
杉
並
町
東
荻
八
八
番
地、

現
在
の
東
京
都
杉
並
区
荻
窪
四
丁
目
二
番
ニ
ニ
号。

遠
藤

新
が
設
計
し、
一

九
三―一
年
に
竣
工
し
た
こ
の
建
物
は、
一

部
改
築
さ
れ
た
も
の
の
ほ
ぽ
当
時
の
姿

の
ま
ま
に
現
存
す
る。

関
野
準一

郎
『
版
画
を
築
い
た
人
々

自
伝
的
日
本
近
代
版
画
史』

美
術
出
版
社、

七
五
頁

前
掲
書（
註
10
)、
一
三
七
頁

加
藤
太
郎
と
杉
原
正
巳
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
に
詳
し
い。

（

註

33
)

（
註
30
)

（

註

31
)

（
註
32
)

（

註

26
)

（
註
27
)

（

註

28
)

（
註
29
)

（

註

25
)

（
註
24

（

註

19
)

（
註
20
)

（

註

21
)

（
註
22
)

（

註

23
)

（
註
14
)

（

註

15
)

（
註
16
)

（

註

17
)

（
註
18
)

（

註

13
)

『
グ
ル
ー
プ
〈
貌
〉

と
そ
の
時
代』

郡
山
市
立
美
術
館‘
―1
0
0
0
年

菅
野
洋
人
「
加
藤
太
郎
に
つ
い
て」
『
郡
山
市
立
美
術
館
研
究
紀
要』

第一一
号、
―1
0
0一

年

「
第
六
回
版
画
展
誌
上
合
評」
『
日
本
版
画
協
会
々
報』
二
四、

日
本
版
画
協
会、
一

九
三
七
年、

四

頁「第
七
回
展
紙
上
合
評」
『
日
本
版
画
協
会
々
報』

三
〇、

日
本
版
画
協
会、
一
九
三
九
年、

四
頁

前
掲
書（
註
1

)、

頁
記
載
な
し

前
掲
書（
註
6
)

前
掲
書（
註
1

)、

頁
記
載
な
し

加
藤
太
郎
は
一
九
四
五
年一一
月一
日
付
の
葉
書
に
『
博
物
譜』

所
収
の
〈
葉
〉

と
同
じ
図
柄
を
用
い

て
お
り（『
グ
ル
ー
プ
〈
貌
〉

と
そ
の
時
代』、

前
掲
書
註
12、

八
七
頁）、

こ
の
こ
と
か
ら
も
版
木
の

完
成
は
同
年
と
推
測
で
き
る。

前
掲
書（
註
18
)、
一
五
八
＼一
七
五
頁
「
年
譜」

前
掲
書（
註
1

)、

頁
記
載
な
し

前
掲
書（
註
1

)、

頁
記
載
な
し

作
品
数一
0
1―一は、

I
II
m
に
各一
点
収
め
ら
れ
た、

関
野
に
よ
る
膜
刻
を
の
ぞ
い
た
数。

千
葉
市
美
術
館
所
蔵
品
は
1
の
守
洞
春
〈
初
夏
の
庭
〉

と
＞
の
斎
藤
清
〈
新
春
〉

を
欠
き、

11

の
エ

ル
ン
ス
ト
・
ハ
ッ
カ
ー
〈
顔
〉

は
当
初
収
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く、

近
年
に
補
充
さ
れ
た
も
の
で

あ
る。

ま
た
付
属
資
料
を
『一

木
会
展
ー
恩
地
孝
四
郎
と
そ
の
周
辺
ー』

と
比
較
す
る
と、

千
葉
市

美
術
館
所
蔵
品
は
1
s
w
の
寄
書（
参
加
者
の
署
名
を
集
め
た
も
の）
を
欠
い
て
い
る。

関
野
準一

郎
「一

木
会
版
画
作
品
集
『
一

木
集』

刊
行
に
就
て」、
一
九
四
四
年
八
月（
稿
者
が
参
照

し
た
の
は
コ
ピ
ー
資
料）

〈
一

木
集〉
1
の
寄
書
の
日
付
か
ら、

こ
の
夜
警
報
は
鳴
ら
ず、

会
が
無
事
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る。前
掲
書（
註
2）、
一―-
三
頁

前
掲
書（
註
1

)、

頁
記
載
な
し

前
掲
書（
註
2
)

桑
原
規
子
「
ア
ー
ニ
ー
・
パ
イ
ル
劇
場
を
め
ぐ
る
美
術
家
た
ち」
『
聖
徳
大
学
研
究
紀
要
人
文
学
部』

第一
八
号、
―1
0
0
七
年

恩
地
孝
四
郎
「
迎
冬」
『
日
本
愛
書
会
通
信』
二
号、
一
九
四
五
年―
―一
月、
一

頁

前
掲
書（
註
5
)、
一
七
九
頁

迫
内
祐
司
「
戦
時
下
に
お
け
る
美
術
制
作
資
材
統
制
団
体
に
つ
い
て」
『
近
代
画
説』
一
三、

明
治
美

術
学
会、
一1
0
0
四
年、
一
―
八
頁

タ
イ
ト
ル
と
刊
行
時
期、

版
画
作
者
名
は
以
下
の
と
お
り。

〈
東
京
回
顧
図
絵〉
／一
九
四
五
年―
―一
月
／
版
画
作
者

益巫
地
孝
四
郎
・
平
塚
運一
•
山
口
源
・
川

上
澄
生
・
前
田
政
雄
・
斎
藤
消
•
関
野
準一

郎
・
畦
地
梅
太
郎
・
前
川
千
帆

〈
日
本
民
俗
図
譜〉
／一
九
四
六
年
三
月
／
版
画
作
者
�
前
川
千
帆
・
守
洞
春
・
斎
藤
清
•
関
野
準一

郎
・
川
西
英
・
畦
地
梅
太
郎
・
黒
木
貞
雄
・
前
田
政
雄
・
若
山
八
十
氏
・
山
口
源

〈
日
本
女
俗
選〉
／一
九
四
六
年
八
月
／
版
画
作
者
�
前
川
千
帆
・
恩
地
孝
四
郎
・
川
西
英
•
関
野
準
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（

註

41

（

註

42

（

註

35
)

（

註

36
)

（

註

37

)

（

註

38
)

（

註

39
)

（

註

40
)

（

註

34

一

九
八
三
年、

八
九
頁

一

郎
・

斎
藤
清

『
詞
華
集
日
本
の
花』
／一

九
四
六
年
五
月
／
版
画
作
者
こ

前
川
千
帆
・

恩
地
孝
四
郎
・
川
上
澄
生
・

川
西
英

『
歌
集
新
頌
•

富
士』
／一

九
四
六
年
六
月
／
版
画
作
者

益巫
地
孝
四
郎

『
詞
華
集
日
本
の
山
水』
一

九
四
六
年
八
月
／
版
画
作
者
7
山
口
進
・

畦
地
梅
太
郎
・

前
川
千
帆

『
浮
世
絵
草
紙』

創
刊
号、
一

九
四
六
年
五
月、

三
一

頁。

丹
緑
堂
で
開
催
さ
れ
た
創
作
版
画
展
に

つ
い
て
は
前
暴
書（
註
2
)

五
七
頁
お
よ
び
一

0
四
頁
を
参
照。

な
お
本
書
に
は、

展
覧
会
期
中
に
丹

緑
堂
で
撮
影
さ
れ
た、

ハ
ッ
カ
ー
と
恩
地
孝
四
郎
の
妻
お
よ
び
長
男
の
写
る
貴
重
な
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る。

ち
な
み
に
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
ミ
ス
は
丹
緑
堂
と
高
見
沢
木
版
社
と
の
つ
な
が
り
を
示
唆

し
て
い
る
が、

高
見
沢
木
版
社
が
経
営
し
た
丹
緑
堂
は
戦
前
に
店
を
た
た
ん
で
お
り、

関
係
は
な
い

と
思
わ
れ
る。

前
掲
書（
註
4
)、

四―
-
S
四
三
頁

前
掲
書（
註
2
)

二
九
頁
お
よ
び
前
掲
書（
註
29
)

四
五
頁

ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
と
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
に
詳
し
い。

桑
原
規
子
「
オ
リ
ヴ
ァ

ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
こ

戦
後
日
本
版
画
に
果
た
し
た
役
割」
（
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
『
よ
み

が
え
っ
た
芸
術
1

日
本
の
現
代
版
画』

玲
風
書
房、
―
1
0
0
九
年）

前
掲
書（
註
4
)、

四―
二
頁

前
掲
書（
註
4
)、

四
三
頁。

山
口
源
の
物
体
版
画
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
下
記
文
献
も
参
照
し
た。

下
山
墜
「
山
口
源
•

そ
の
人
と
芸
術」
『
静
岡
の
美
術
珊

生
誕
一

0
0
年

山
口
源
回
顧
展』

静
岡
県

立
美
術
館、
一

九
九
八
年、

八
頁。

駒
井
哲
郎
「
恩
地
孝
四
郎
頌」
『
恩
地
孝
四
郎
版
画
集』

形
象
社、
一

九
七
五
年、

ニ
―
-

s-
―
―
―
―

頁北
岡
文
雄
『
版
木
の
な
か
の
風
景
北
岡
文
雄
画
文
集』

美
術
出
版
社、

前
掲
書（
註
1

)、

頁
記
載
な
し
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The Ichimokukai Society and Its Cohorts 

Junko Nishiyama 

The Ichimokukai (First Thursday Society), formed in Japan by Onchi Koshiro and other print artists, was 

active during the World War II and postwar eras. The group met in the parlor room of the Onchi home on the 

first Thursday of every month with the goal of furthering print research and dissemination. The leading sosaku 

hanga print artist Onchi Koshiro was the core of the group, with other members including Sekino Jun'ichiro, 

Yamaguchi Gen, Saito Kiyoshi, Shinagawa Takumi, Kitaoka Fumio and Komai Tetsuro. While these artists 

went on to lead Japan's postwar print world, this group has yet to be fully studied. In fact, the lchimokukai 

provides a rare glimpse of the relatively unstudied sosaku hanga print world during World War II. The group 

provides an important "snapshot" of the state of the field prior to the 1950s and later sosaku print movement 

that has been highly praised in international circles. This article relies on such basic materials as the exhibition 

catalogue Exhibition of Pr ints by /chimoku-kai-Koshiro Onchi and His Circle and the text by Sekino 

Jun'ichiro, "Ichimokushu no omoide," published therein, as it traces the Ichimokukai from its inception to its 

end and considers the nature of the group and how it reflected the state of the sosaku print world of its day. 

This article is made up of four sections. Section I presents information about the founding of the 

lchimokukai group by Onchi Koshiro, Sekino Jun'ichiro and Yamaguchi Gen, and suggests the possibility that 

the actual founding of the group may have been later than the previously stated date of 1939. Further, as back

ground for the formation of this group, the section discusss founder member Sekino's awakening to woodblock 

printing, a departure from his earlier work in the etching medium. 

Section 2 discusses the two print compendia made by the lchimokukai during World War II, namely 

Ichimokukai Mame hangajo Hakubutsufu and Ichimokushu /. The section observes the nature of the interac

tions between the five members from the early period of the group, specifically the three founding figures plus 

Kato Taro and Sugihara Masami. The basic nature of the Ichimokushu I works was confirmed through the col

lections of the Chiba City Museum of Art. The publication process and timeline was discerned from the sup

plemental material, "Ichimokukai hanga sakuhinshu(/chimokushu) kanko ni tsuite." Further, regarding the late 

war period, which formed the background for the existence of the lchirnokukai and the Ichimokushu, this sec

tion indicates the possible connection between group members and the Imperial Japanese Navy. 

Section 3 discusses the connection in the immediate postwar period between the lchimokukai and mem

bers of the Occupation Forces, particularly Ernst Hacker. Research on this connection indicates how the post

war sosaku print movement developed with this new clientele, and how the movement was supported by the 

funding and resources that had accorded special authority and privilege during World War II to war effort facto

ries and keepers of traditional techniques and techonologies. 

Section 4 considers the group's search for new forms of expression that began around the time of the pub

lication of /chimokushu IV, the addition of etching artist Komai Tetsuro to the group and his interactions with 

Onchi, and the eventual demise of the Ichimokukai whose function as a woodblock print society had ended. 

As seen in this progression, this article covers the history of the lchirnokukai and considers several important 

events. While nothing more than a rough sketch made up of fragmentary information, and far from compre

hensive, this article does confirm that the lchimokukai, a group led by the overwhelming force and fascination 

of the printmaker Onchi Koshiro, symbolizes the various aspects of the sosaku hanga world from the war years 

to the inunediate postwar era. I hope to continue to explore this group and its activities in future studies. 

(Translated by Martha J. McClintock) 
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企
画
展
（
七
件）

展
覧
会

平
成一

三
年
度

チラシ

「伊藤若沖ーアナザーワールドー」展会場

千
葉
市
美
術
館
の
活
動

七
・

八
階
展
示
室

二
0
1

0
年
五
月
二
二
日
（
土）
I
六
月
二
七
日
（
日）

「
伊
藤
若
沖
ー
ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
ー」

※
江
戸
時
代
中
期
の
画
家、

伊
藤
若
沖
の
水
墨
の
作
品
を
中
心
に、

関
連
す
る
着
色
の
作
品
を
含
め
て
構

成
す
る
ほ
か、

鶴
亭
ら
の
作
品
に
よ
っ
て
彼
の
水
墨
表
現
の
前
史
を
示
す。

全
一

六
五
点。

（
三
六
日
間
／
入
場
者
三
五、

四―
―
六
人）

［ ., 

MASKSー仮の詢
2010年7月6n火 8月15U n 

零•：王．． 千髪9h其“'餡
9一 9· �� “` 

チラシ

六
月
二
二
日
（
火）
I
七
月
四
日
（
日）

「
千
葉
市
美
術
協
会
特
別
展
『
秀祐
作＂
展
二
0
1

0
』

」

七
月
六
日
（
火）
I
八
月
一

五
日
（
日）

（
＿
―-
日
間
／
入
場
者一
、

五
一

六
人）

九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

八
階
展
示
室

「MASKS仮の面」展会場

「

M
A
s
k
s

仮
の
面」

※
日
本、

ア
フ
リ
カ
な
ど
木
彫
を
中
心
と
し
た
仮
面
約一
五
0
点
を
展
示
し、

造
形
と
精
神
性
と
の
関
わ

り
を
考
察
し
な
が
ら、

そ
の
美
の
本
質
を
紹
介
す
る。

（
四
0
日
間
／
入
場
者
六、

九―――
一

人）
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劇」
-
0
月
五
日（
火）
I―

二
月
五
日

(

H
)

開
館一
五
周
年
記
念
特
別
企
画

「
世
界
の
絵
本
が
や
っ
て
き
た

二

七
・

八
階
展
示
室

ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ

世
界
絵
本
原
画
展
と
チ
ェ
コ
の
人
形

※
ス
ロ
バ
キ
ア
共
和
国
の
首
都
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
で一
一
年
に
一

度
開
催
さ
れ
る
絵
本
原
画
展
よ
り
第一
―

二
回
展
受
賞
作
品
と
日
本
人
作
家
の
作
品
を
紹
介。

あ
わ
せ
て
隣
国
チ
ェ
コ
共
和
国
の
人
形
劇
の
人
形
と

劇
場
を
展
示。

（
六
一

日
問
／
入
場
者
一
―
-
、

七
二
三
人）

チラシ

「田中一村 新たなる全貌」展会場

七
・

八
階
展
示
室

八
月
ニ
―
日（
土）
I

九
月
二
六
日

(

H
)

開
館一
五
周
年
記
念
特
別
企
画
一

「
田
中一
村

新
た
な
る
全
貌」

※
千
葉
市
に―
-
0
年
在
住
し
て
い
た
田
中
一

村
の
本
格
的
な
回
顧
展。

新
た
に
発
見
さ
れ
た
資
料
多
数
を

含
む
約―
―
五
0
点
を
展
示。

（
三
六
日
間
／
入
場
者
六
一
、
一

六
六
人）

―

二

月一
四
日（
火）
ー

ニ
01
―
年一
月
二
三
日

(

H
)

開
館一
五
周
年
記
念
特
別
企
画

「
帰
っ
て
き
た
江
戸
絵
画

f――
 

ニ
ュ
ー

オ
ー
リ
ン
ズ

ギ
ッ
タ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展」

※
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
在
住
の
ギ
ッ
タ
ー
夫
妻
が
収
集
し
た
伊
藤
若
沖、

琳
派、

禅
画
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
江
戸
絵
画
約
一

0
0
点
を
紹
介。

(
-
1一
六
日
間
／
入
場
者
一

四、

五
七
0
人）

ー-·
.

•．．＿．．．．m疇•～べ•た 2010.10/50~12/50ブラティスラヴァ =-'='..""-=--
世界絵本原画展と玉三三三；こー
チェコの人形劇 :-=--:.:.=9ー～

.. . -XXII. 9ien31e ilust9Sci1 千•,I浅●鱈�-�’'at99I●va Sloven9ko ,―`•一9-

チラシ チラシ

「帰ってきた江戸絵画 ニューオー リンズ ギッ
タ ー ・コレクション展」会場

七
・

八
階
展
示
室

「世界の絵本がやってきた ブラティスラヴァ世
界絵本原画展とチェコの人形劇」展会場
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二
0
1

0
年
四
月
六
日
（
火）

ー
五
月
九
日
（
日）

七
・

八
階
展
示
室

「
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
・

オ
ー

プ
ン
記
念
所
蔵
名
品
展

近
代
日
本
美
術
の
百
花」

※
所
蔵
の
近
代
日
本
美
術
作
品
か
ら
「

花」

を
テ
ー

マ
に
版
画
な
ど
二
四
三
点
を
展
示 。

（
三
四
日
問
／
入
場
者
四 、

0
六
五
人）

（
二
）

所
蔵
品
を
中
心
と
し
た
テ
ー

マ
展
（
六
件）

董）
”"· — 

「第四二回千葉市民美術展党会」会場

三
月
五
日
（
土）

—
三
月
―
一

日
（
金）

一

階
さ
や
堂
ホ
ー

ル 、

―
一

階
講
堂

七
・

八
階
展
示
室 、

九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 、

「
第
四
1

一
回
千
葉
市
民
美
術
展
覧
会」

※
第
四
0
回
千
葉
市
民
芸
術
祭
の
一

現
と
し
て 、

千
葉
市
美
術
協
会
会
員
お
よ
び
公
募
入
選
作
品
約
千
点

を
七
部
門
に
分
け
て
展
示 。

当
初
は一一一
月
二
五
日
ま
で
の
開
催
予
定
だ
っ
た
が
震
災
に
よ
り
三
月―
一
日

午
後
よ
り
臨
時
休
館
し 、

そ
の
後
開
催
を
中
止
し
た 。

（
七
日
間
／
入
場
者
四 、

七――
一
人）

リ
・一
ュ

9
ア
ル

オ
ー
ブ
ン
止
2
疇
●
名
贔
●

．．
 ，
 

c
2
0
1
0
年

4
11
6
11
火

5
11
9
11

「江戸みやげ」展会場

五
月
二
二
日
（
土）

I
六
月
二
七
日
（
日）

「
江
戸
み
や
げ」

七
階
展
示
室

※
所
蔵
作
品
の
中
か
ら
浮
世
絵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
八
九
点
を
展
示 。

(-―一
六
日
間
／
入
場
者
三
五 、

七
八
五
人）

チラシ

-
- =

「リニュ ーアル・オープン記念所蔵名品展 近

代日本美術の百花」会場
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八
月
七
日
（
土）
—
-

五
日
（
日）

風
と
戦
後
美
術

奸原河使勅

拿沖9亀
7月68(-1<.)~8"15日(8)
讐•· •·•

．．．． ．． ．，． 

· • • 

."· •• 9｀會會＇

●● 

... . . .. ·· 

千菓巾雙鮒鱚
9••• C ・ ‘’’

戸
チラシ

「勅使河原蒼風と戦後美術」展会場

四
0
日
間
／
入
場
者
五、
六
二
四
人）

七
階
展
示
室

七
月
六
日
（
火）
—
八
月
一

五
日
（
日）

「
勅
使
河
原
蒼
風
と
戦
後
美
術」

※
（
財）
草
月
会
か
ら
寄
託
さ
れ
た
美
術
品
を
中
心
に、

勅
使
河
原
蒼
風
と
関
係
す
る
造
形
作
家
の
作
品
を

紹
介。

九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
千
葉
大
学
普
遍
教
育
教
養
展
開
科
目
『
展
示
を
つ
く
る
A』『
博
物
館
実
習
B』

企
画
展
示

み
る
み
る
き
こ
え
る」

※
千
葉
大
学
の
授
業
「
展
示
を
つ
く
る
A
」
「
博
物
館
実
習
B
」

の
な
か
で、

学
生
参
加
に
よ
り
企
画
さ
れ

た
展
覧
会。

本
年
は
作
品
か
ら
聴
こ
え
て
く
る
音
を
テ
ー
マ
に
三
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
構
成

（
五
日
間
／
入
場
者
五
四
五
人）

二
0
―
一

年
一

月
二
九
日
（
土）
ー
ニ
月
二
七
日
（
日）

「
新
収
蔵
作
品
展
／
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
館
・
図
書
館
所
蔵
ネ
フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
木
製
お
も
ち
ゃ」

「わが心の千葉」展会場

六
日
間
／
入
湯
者
二
八、
一
ニ
ニ
四
人）

八
月
ニ
―

日
（
土）
I
九
月
二
六
日
（
日）

「
わ
が
心
の
千
葉」

※
「
田
中
一

村」

展
に
合
わ
せ、

同
時
期
に
千
葉
市
で
制
作
を
し
て
い
た
無
縁
寺
心
澄
の
作
品
を
中
心
に

展
示。 み勺

るぇ

「

J

....... .•心 ・“

2010竃89 1099火9•15B9B9..... 
" :�.-.::.�ょ.::�

八
階
展
示
室

チラシ

七
・
八
階
展
ホ
室
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「
伊
藤
若
沖
の
多
彩
な
絵
画
ワ
ー
ル
ド」

六
月
二
0
日（
日）

―
一

階
講
堂
／一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル
（
中
継）

講
師
＂

小
林
忠
（
当
館
館
長）

二
0
1

0
年
六
月
五
日（
土）

講
師

口
江
惟
雄
(
M
I
H
o

M
U
S
E
U
M
館
長）

「
記
念
講
演
会

は
伊
藤
若
沖
の
魅
力」

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
ニ
ニ
0
人）

※
講
師
等
の
所
属
先
は
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
の
も
の
を
記
載 。

（
参
加
者
計
三
七
二
人）

U

O
!
l
u

a
―

-

O

U

J

a

e

u
 

講
演
会
等
（
八
件）

＊フ ・ コレクシ●ン

•-•言99.....,.

I-
チラシ

「新収蔵作品展／武蔵野美術大学美術館 ・ 図

書館所蔵ネフ ・ コレクションー ヨ ー ロッパの木

製おもちゃ」会場

＊
近
年
寄
贈
•

寄
託
を
受
け
た
作
品
を
公
開
す
る 。

合
わ
せ
て
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
館
・

図
書
館
が
所

蔵
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ

バ
の
木
製
玩
具
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る 。

（
二
九
日
間
／
入
場
者
二、
五
八
五
人）

（
参
加
者
九―一
人）

「
記
念
講
演
会
こ
お
帰
り
な
さ
い
ギ
ッ
タ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン」

―
二
月一

九
日（
日）

―
一

階
講
堂

講
師

了
小
林
忠
（
当
館
館
長）

「
記
念
講
演
会

益
琳
派
の
魅
カ
ー
ギ
ッ
タ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に」

二
0
1
―

年一

月
一

六
日（
日）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者

三
八
人）

講
師

二
河
野
元
昭
（
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
館
長）

講
師
る

柴
田
勢
津
子
(
B
I
B
二
0
0
九
審
査
員）

七
月
一

七
日（
土）

「
記
念
講
演
会
る
美
を
創
る
心
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
フ
リ
カ
・
日
本」

―
一

階
講
堂

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
こ
田
中
一

村
の
新
た
な
る
全
貌
を
求
め
て」

八
月
二
二
日（
日）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者一
八
0
人）

司
会

了
小
林
忠
（
当
館
館
長）

報
告
者
＂

河
野
エ
リ
／
末
吉
守
人
／
前
村
卓
巨
／
松
尾
知
子
／
山
西
健
夫

「
記
念
講
演
会

はm
中
一

村
と
千
葉、

そ
し
て
奄
美」

九
月
一

九
日（
日）

―
一

階
講
堂
／一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル
（
中
継）
（
参
加
者
計
三
五
0
人）

講
師
：
小
林
忠
（
当
館
館
長）

「
人
形
劇
と
絵
本
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
1
国
民
的
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
フ
ル
ヴ
ィ
ー
ネ
ク
な
ど」

―
一

月
ニ
―

日（
日）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
九
二
人）

講
師
は
伊
藤
満
（
ア
フ
リ
カ
ン
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長）

（
参
加
者
八
二
人）
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講
師
�

水
沼
啓
和
（
当
館
学
芸
員）

（
参
加
者
二
五
人）

講
師

ぶ
松
尾
知
子
（
当
館
学
芸
員）

（
参
加
者

九
月
―
一

日
（
土）

計
二
五
0
人）

「
田
中
一

村
と
千
葉
」

-

0
月
ニ―
二

日
（
土）

―
一

階
講
堂
／
一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル
（
中
継）

第
六
回

―
一

階
講
堂

「
タ
イ
ガ
ー
立
石
と
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
ー
絵
画
・

漫
画
・

絵
本
」

第
五
回

第
四
回

―
一

階
講
堂

「
バ
ー
ナ
ー
ド
・

リ
ー
チ
と
日
本
の
銅
版
画
家
た
ち
」

講
師

二
四
山
純
子
（
当
館
学
芸
員）

九
階
講
座
室

千
葉
市
の
至
宝

（
参
加
者―――一
人）

（
参
加
者
四
五
人）

市
民
美
術
講
座
・

学
芸
員
出
前
講
座
等
（
ニ―
二

回）

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
理
解
の
た
め
の
市
民
美
術
講
座
(
1

0
回）

二
0
1

0
年
五
月
二
九
日
（
土）

―
一

階
講
堂

講
師
：

小
林
忠
（
当
館
館
長）

「
伊
藤
若
沖
と
唐
画
」

七
月
二
四
日
（
土）

八
月
一

四
日
（
土）

（
参
加
者
四
四
人）

（
参
加
者
四
一
人）

―
一

月
二
0
日
（
土）

「
B
I
B
と
日
本
人
作
家
た
ち
」

―

二
月
一

八
日
（
土）

二
月
一

九
日
（
土）

―
一

階
講
堂

第
一

0
回

―
一

階
講
堂

「
喜
多
川
歌
麿
と
錦
絵
の
黄
金
時
代
」

講
師
＂

田
辺
昌
子
（
当
館
学
芸
課
長
代
理）

二
0
1

0
年
六
月
八
日
（
火）

「
市
民
文
化
大
学

田
中
一

村

講
師
ぷ

松
尾
知
子
（
当
館
学
芸
員）

六
月
―

二
日
（
土）

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館

「
棟
方
志
功
・

版
画
家
と
し
て
の
出
発
」

講
師

二
四
山
純
子
（
当
館
学
芸
員）

九
月
二
二
日
（
水）

「
ち
ば
カ
レ
ッ
ジ
ニ
0
1

0

講
師
�

田
辺
昌
子
（
当
館
学
芸
課
長
代
理）

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー

新
た
な
る
全
貌
」

第一
二

回

「
勅
使
河
原
蒼
風
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
L
―
一

階
講
堂

＿

講
師
3

藁
科
英
也
（
当
館
学
芸
係
長）

(-
―
)

学
芸
員
出
前
講
座
等
(
-

三
回）

講
師
こ

伊
藤
紫
織
（
当
館
学
芸
員）

（
参
加
者

計
二
六
七
人）

第
二
回

六
月
一

九
日
（
土）

―
一

階
講
堂
／
一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル
（
中
継）

（
参
加
者
六
四
人）

第
九
回

―
1
0
―
一

年
一

月
一

五
日
（
士）

「
鳥
居
清
長
と
錦
絵
の
黄
金
時
代
」

講
師

品
m
辺
昌
子
（
当
館
学
芸
課
長
代
理）

第
一

回

「
池
大
雅
と
文
人
画
」

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
八
七
人）

（
参
加
者一
五
0
人）

千
葉
市
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

第
八
回

「
神
坂
雪
佳
と
一

九
世
紀
末
の
図
案
家
た
ち
」

講
師
：

西
山
純
子
（
当
館
学
芸
員）

（
一
）

（
参
加
者一

〇
六
人）

（
参
加
者
四
0
人）

第
七
回

―
一

階
講
堂

講
師

了
山
根
佳
奈
（
当
館
学
芸
員）

（
参
加
者
二
八
人）
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第
二
回

講
師

品
m
辺
昌
子
（
当
館
学
芸
課
長
代
理）

第
一

回

講
師

る
m
辺
昌
子
（
当
館
学
芸
課
長
代
理）

「
田
中
一

村
展

講
師

ぶ
松
尾
知
子
（
当
館
学
芸
員）

-

0
月
―
一

日
（
月
・

祝）

田
原
市
博
物
館

「
川
瀬
巴
水
と
版
元
・

渡
邊
庄――一
郎」

講
師

二
四
山
純
子
（
当
館
学
芸
員）

-

0
月
二
三
日
（
土）

―
一

月
五
日
（
金）

鹿
児
島
市
立
美
術
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク」

千
葉
市
動
物
公
園

-

0
月
二
四
日
（
日）

「
江
戸
の
絵
画
と
動
物」

講
師

る
m
辺
昌
子
（
当
館
学
芸
課
長
代
理）

（
参
加
者一
0
0
人）

（
参
加
者―1
0
人）

（
参
加
者―1
0
人）

-

0
月
三
0
日
（
土）

駿
府
博
物
館

「
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
所
蔵
品
に
見
る
江
戸
の
花
烏
画
・

動
物
画」

講
師
こ

伊
藤
紫
織
（
当
館
学
芸
員）

（
参
加
者―一
五
人）

市
川
市
曽
谷
公
民
館

「
江
戸
の
浮
世
絵
を
楽
し
も
う

浮
世
絵
の
主
題
と
技
法
ー
そ
の
魅
力」

（
参
加
者一
一
五
人）

―
一

月
一

九
日
（
金）

市
川
市
曽
谷
公
民
館

「
江
戸
の
浮
世
絵
を
楽
し
も
う

浮
世
絵
版
画
の
材
料
・

浮
世
絵
の
精
神」

（
参
加
者
四
五
人）

（
参
加
者――
一
人）

講
師

7
山
ロ
マ
オ
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー）

「
出
品
作
家
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ」

十
一

月
六
日
（
土）

四
―
一

月
二
七
日
（
土）

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

「
江
戸
の
華
—
美
人
画
様
式
の
展
開
と
美」

講
師
�

田
辺
昌
子
（
当
館
学
芸
課
長
代
理）

二
0
1
―

年
二
月
五
日
（
土）

「
千
葉
市
美
術
館
新
収
蔵
作
品
展」

講
師

二
四
山
純
子
（
当
館
学
芸
員） 稲

毛
図
書
館

三
月
五
日
（
土）

川
越
市
立
美
術
館

「
近
代
の
新
風
ー
創
作
版
画
と
新
版
画」

講
師

二
四
山
純
子
（
当
館
学
芸
員）

（
参
加
者一
0
人）

（
参
加
者
三
八
人）

三
月
六
日
（
日）

印
西
市
文
化
ホ
ー
ル

「
印
西
市
合
併
記
念
美
術
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク」

講
師
こ

伊
藤
紫
織
（
当
館
学
芸
員）

（
参
加
者
五
0
人）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ、

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
等
（
三
回）

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
�

マ
ス
ク
に
お
願
い
！
ー
紙
ね
ん
ど
で
作
る
変
身
マ
ス
ク
ー」

七
月
十
七
日
（
土）
十
一

階
講
堂

（
参
加
者一11
0
人）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
五
六
人）
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「中学生のためのギャラリ ー クルーズ'10:勅使河原蒼風と

戦後美術」

「
中
学
生
の
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ク
ル
ー
ズ
⑭
こ

勅
使
河
原
蒼
風
と
戦
後
美
術」

七
月―
-
+

三
日（
金）
、

二
十
四
日（
土）

合
計
七
人）

（
参
加
者

ファミリ ープログラム：マスクにお願い！ ー紙ねんどで作る変身

マスクー

①
「
小
中
特
別
支
援
学
校
鑑
賞
教
育
推
進
事
業」

※
遠
隔
校
等
の
来
館
を
促
進
す
る
た
め、

美
術
館
が
無
料
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
鑑
質
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供。

「
近
代
日
本
美
術
の
百
花」

一

校

六
六
人

「
伊
藤
若
沖
ー
ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
ー」

三
校

一

九
五
人

「
M
A
s
k
s

仮
の
面」

二
校

一

六
六
人

「
田
中
一

村
ー
新
た
な
る
全
貌」

五
校

三
六
九
人

（
一
）

学
校
団
体
の
受
け
入
れ

六

仮
の
面」

「
勅
使
河
原
蒼
風
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」

「
田
中
一

村

新
た
な
る
全
貌」

一

回

「
世
界
の
絵
本
が
や
っ
て
き
た

ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
と
チ
ェ
コ
の
人
形

劇」

二
回

「
帰
っ
て
き
た
江
戸
絵
画

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ

ギ
ッ
タ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展」
一

回

「
新
収
蔵
作
品
展
／
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
館
・

図
書
館
所
蔵
ネ
フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
木
製
お
も
ち
ゃ
」

二
回

学
校
と
の
連
携
事
業

一

回

「
近
代
日
本
美
術
の
百
花」

「
伊
藤
若
沖
ー
ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
ー」

「

M
A
s
k
s

一

回
二
回

一

回

五

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
＋
回）
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七 八
月
二
六
日
（
木）

「
帰
っ
て
き
た
江
戸
絵
画

三
校

合
計

―
1
0
校
一
、

三
一

八
人

（
三）
「
千
葉
市
図
エ
・

美
術
科
担
当
等
教
職
貝
鑑
賞
一

日
研
修」

（
参
加
者―
二
人）

（
四）
千
葉
市
教
育
研
究
会
造
形
部
会

美
術
館
連
携
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携

※
浮
世
絵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
公
開
予
定）
を
使
っ
た
授
業
に
つ
い
て
の
共
同
研
究。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム

※
千
葉
大
学
や
地
域
N
P
O
と
の
連
携
事
業
で
あ
る
「
千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
W

i
C
A
N)」

を
実
施。

そ
の
う
ち
千
葉
市
美
術
館
を
会
場
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
み
を
記
載。

詳

細
は
報
告
書
を
参
照。

①

職
場
体
験
学
習
（
市
内
中
学
校
対
象）

②

職
場
訪
問
等

三
校
一

五
人

（
二
）
職
場
体
験
学
習
等
の
受
け
入
れ

②
児
童
•

生
徒
の
団
体
鑑
賞

合
計

九
件
(
-
―

校）

四
0
五
人

―
一

八
人

一

四
校

六
人

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
と
チ
ェ
コ
の
人
形
劇」

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ

ギ
ッ
タ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展」

六
校

四
0
四
人

（
一
）
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

※
会
期
中
毎
水
曜
日
に
行
う
定
例
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に
加
え、

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
行
う

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
不
定
期
に
実
施。

八

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

※
今
年
度
は
二
四
人
が
活
動
を
継
続。

WiCAN 2010 
ア ー トからはじめる学校プロジェクト

r教室からはじめる展」 ー 5 つの提案ー

2010年11月23日（火・祝）～12月3日（金）
10:00~19:00（金•土は20:00まで）入場慧料
干璽市費傭●1疇 さや重ホール ・ プロジェクトルーム

〇疇9疇9疇9 WiC/\N 

座
談
会
�

十
一

月
二
十
八
日
（
日）

一

階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム

（
参
加
者
二
0
人）

◎
w

i
C
A
N
2
0
1
0
「
ア
ー
ト
か
ら
は
じ
め
る
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト」

「
教
室
か
ら
は
じ
め
る

1
5
つ
の
提
案
ー

展」

会
期

？
十
一

月
二
十一
二
日
（
火）
—
+
ニ

月
三
日
（
金）
／
会
場
�
一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル
／
一

階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム

（
来
場
者一
、

0
六
三
人）

※
十
二
月
四
日（
土）
ー
ニ
月
四
日（
金）
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
に
て
規
模
を
縮
小
し
た
展
示
を
公
開。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
�

十
一

月
二
十
七
日
（
土）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
七
四
人）
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合
計 回

三
五
回

一

九
人

の
ベ
ニ
0
七
人
が
活
動

※
大
学一
件
を
含
む

「
帰
っ
て
き
た
江
戸
絵
画

七
回

四
八
人

―
一

回

二
回

七
人

六
二
人

「
近
代
日
本
美
術
の
百
花」

「
伊
藤
若
沖
ー
ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
ー」

「

M
A
s
k
s

五
回

一

回

六
人

「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル」

二
月
二
十
日
（
日）

合
計

定
例
二
九
回

自
主
三
八
回

回

（
参
加
者一
六
五
人）

「
近
代
日
本
美
術
の
百
花」

定
例
四
回

「
伊
藤
若
沖
ー
ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
ー」

定
例
四
回

「
M
A
s
k
s

定
例
五
回

「
帰
っ
て
き
た
江
戸
絵
画

自
主
八
回

自
主
二
回

自
主
三
回

自
主―
1
0
回

自
主
三
回

仮
の
面」

「
田
中
一

村
ー
新
た
な
る
全
貌」

定
例
四
回

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
と
チ
ェ
コ
の
人
形
劇」

定
例
八
回

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ

ギ
ッ
タ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展」

定
例
四

（
二
）
鑑
賞
リ
ー
ダ
ー

※
「
小
中
特
別
支
援
学
校
鑑
賞
教
育
推
進
事
業」
（
六
ー(
-
)
①）
等
へ
の
協
力
活
動。

学
校
側
の
希
望
に

応
じ
て、

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
の
鑑
賞
を
行
う。

対
応
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
の
べ
人
数
を
記
録。

三
二
人

三
二
人

仮
の
面」

「
田
中
一

村
—
新
た
な
る
全
貌」

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
と
チ
ェ
コ
の
人
形
劇」

六
回

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ

ギ
ッ
タ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展」

中
学
生
の
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ク
ル
ー
ズ
W
「
勅
使
河
原
蒼
風
と
戦
後
美
術」

自
主
二
回

(-―-)
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

0
木
版
多
色
摺
り
体
験

「
多
色
摺
木
版
画
で
お
面
を
摺
ろ
う
！」

七
月
十
一

日
（
日）

（
参
加
者
五
三
人）

「
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
0
」

十
二
月
五
日
（
日）

「
総
合
展
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ」

（
参
加
者一
四―一
人）

（
参
加
者一
三
九
人）

一

月
二
十
三
日
（
日）

一

階
情
報
コ
ー
ナ
ー

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

一

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

千
葉
県
青
少
年
女
性
会
館

0
「
美
術
館
ま
で
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
（
美
ナ
ビ）
」

六
月
五
日
（
土）
、

二
十
日
（
日）
、

九
月
十
九
日
（
日）
、

十
一

月
二
十
一

日
（
日）
、

日
（
日）

お
し
ゃ
れ
な
花
で
ス
ト
ラ
ッ
プ」

四
月
二
十
五
日
（
日）

―
一

階
講
堂

0
そ
の
他

「
美
術
館
で
つ
く
ろ
う

―
一

階
講
堂

「
プ
ラ
板
で
作
る
私
だ
け
の
お
守
り
ー
マ
ス
ク
・

ス
ト
ラ
ッ
プ」

八
月
八
日
（
日）

―
一

階
講
堂

「
木
版
画
年
賀
状
を
作
ろ
う」

十
一

月
七
日
（
日）

一

月
十
六
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講
師

こ
守
島
洋
子（
国
立
西
洋
美
術
館
主
任
研
究
員
）

（
四）
そ
の
他

美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
研
修
会

（
参
加
者一
一
五
人）

十
月
十
九
日
（
火
）

―
一

階
講
堂

◎

第
三
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
研
修

基
礎
研
修
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

＂

六
月
十
七
日
（
木
）

、

二
十
四
日
（
木
）

、

七
月
八
日

（
木
）、

十
五
日
（
木
）

専
門
研
修（
美
術
館
）

�

九
月
十
五
日
（
水
）

、

三
十
日
（
木
）

、

十
月
十
四
日（
木
）

、

＋
月
十
九

日
（
火
）

現
場
研
修（
美
術
館
）

�
一

月
十
一

日
（
火
）

、

十
三
日
（
木
）

、

十
四
日
（
金
）

、

二
月
二
十
三
日

（
水
）

そ
の
他、

各
活
動
「

鑑
賞
リ
ー
ダ
ー
学
習
会」
「

も
く
も
く
会」
「

浮
世
絵
勉
強
会」
「

チ
ー
ム

道」、

イ
ベ
ン
ト
運
営
補
助、

来
館
者
誘
導
な
ど。

． 

冨 11

仮
の
面』

編
集
二

千
葉
市
美
術
館
／
足
利
市
立
美
術
館
／
マ
ン
ゴ
ス
テ
ィ
ン

『

M
A
s
k
s

（
一
）

展
覧
会
図
録（
五
冊
）

九

出
版
活
動

発
行

こゞ

ン
ゴ
ス
テ
ィ
ン

『
伊
藤
若
沖
ー
ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
ー』

編
集

こ
↑
葉
市
美
術
館
（
伊
藤
紫
織
）

／
静
岡
県
立
美
術
館
（
福
士
雄
也、

石
上
充
代
）

行
�

マ
ン
ゴ
ス
テ
ィ
ン

発
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疇

発
行
る

美
術
館
連
絡
協
議
会

『
田
中
一

村

新
た
な
る
全
貌』

編
集

口
松
尾
知
子
（
千
葉
市
美
術
館）
／
山
西
健
夫
（
鹿
児
島
市
立
美
術
館）
／
濱
元
良
太

（
田
中
一

村
記
念
美
術
館）

発
行
二

千
葉
市
美
術
館
／
鹿
児
島
市
立
美
術
館
／
田
中
一

村
記

念
美
術
館

田
智
子 田

中
一

村

新
た
な
る
全
貌

XX99. 99..9.99.. 99U9"“' 
•9●999b●●―t._ , •• 

ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
と
チ
ェ
コ
の
人
形

『
世
界
の
絵
本
が
や
っ
て
き
た

劇』編
集

了
エ
方
明
司、

安
藤
沙
耶
香（
平
塚
市
美
術
館）
／
江
尻
潔
（
足
利
市
立
美
術
館）
／
富

(-―-)
定
期
刊
行
物

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ

ギ
ッ
タ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展』

①
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
『
C'
n
』

第
五
四
ー
五
七
号（
四
回
発
行）

②
千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要
『
採
蓮』

第
一

四
号

③
千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ニ
0
1

0
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

※
企
画
展
・

所
蔵
作
品
展
ご
と
に、

作
品
目
録
を
発
行。

(-
―)
展
覧
会
の
作
品
目
録

＇
？・1ゴ
？

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ

ギ
ッ
タ
ー・
コ
レ
久
シ
ョ
ン
展

『
帰
っ
て
き
た
江
戸
絵
画

編
集
こ

千
葉
市
美
術
館
／
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

発
行

こ
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開

(
-
)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

訪
問
者
総
数

閲
覧
ペ
ー
ジ
総
数

（
一
）
寄
贈

＋ 

一

九
件

六
九 、

五
五
六

（
二
0
―
一

年
三
月
三
十
一

日
ま
で）

1

0

四
五
八 、

四
五
四

一
、

七
六
七 、

（
二
0
―
一

年
三
月
三
十
一

日
ま
で）

（
二
）
携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
ペ
ー
ジ
総
数

作
品
の
収
集

田
中
一

村
《
松
図》 、
《
瓢
箪
図》

（
以
上
中
村
正
氏
寄
贈）

田
中
一

村
《
軍
鶏
図》（
二
点） 、
《
漁
樵
対
問》 、
《
春
林》 、
《
杉
林
暮
色
》 、
《
奄
美
風
景》(-
―

点） 、
《
写
生
図（
高
麗
鶯）
》 、
《
熱
帯
魚
（
未
完）
》 、
《
花（
未
完）
》 、
《
梅
花
図
盆
》 、

田
中
一

村
／
稲
椰
《
茶
托》 、
「

田
中
一

村
遺
品
等
資
料
一

式」

（
以
上
新
山
宏
氏
寄
贈）

一

四
八

山
田
正
亮
《
Wor
k
N
o .
2
5
4》
《
Wor
k
N
o .
2
61
》

（
以
上
内
田
芳
孝
氏
寄
贈）

(-
―
)
寄
託所

蔵
作
品
の
修
復
・

保
存
等

（
一
）
修
復

須
田
悦
弘
《
朝
顔》

マ
ル
セ
ル
・

デ
ュ
シ
ャ
ン
《
完
成
大
ガ
ラ
ス
》

他
三
四
点

村
上
友
睛
《
ピ
エ
タ
》

山
田
正
亮
《
Wor
k
N
o .
2
5
4》

山
田
正
亮
《
Wor
k

N
o .
2
61
》

高
森
砕
巌
《
怪
石
詩
画》

狩
野
探
龍
《
二
見
浦
・

春
日
・

住
吉
大
社》

十 田
中
一

村
《
白
梅
に
軍
鶏
図》

他

計
三
六
件

木
村
立
嶽
《
能
舞
台
図》

（
楠
原
辰
次
郎
氏
寄
贈）

（
無
款）
《
仔
犬
之
図》

（
楠
原
豊
松
氏
寄
贈）
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月） 十
三

所
蔵
作
品
の
貸
出、

特
別
利
用
等

酒
井
抱

無
款
《
白
衣
観
音
・

琴
棋
書
画
図
》

鏑
木
雲
渾
《
春
景
山
水
図
》

岡
田
閑
林
《
鶏
図
》

五
月
女
《
美
人
図
》

川
原
慶
賀
《
長
崎
港
図
》

腰
嘔
《
若
い
仲
間
た
ち
》

三
上
誠
《
作
品
6
4
-
6》

馬
場
彬
作
品
他

（
三）
写
真
撮
影

計一
一
五
点

『
鶯
祁
画
譜』
（
ラ
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン）
他

(
-
)
作
品
の
貸
出（
二
三
件
―

二
九
点）

※
平
成―――一
年
度
開
催
展
に
つ
い
て
記
載

計
四
一

カ
ッ
ト

①
「
伊
藤
若
沖
ー
ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
ー」
（
静
岡
県
立
美
術
館、

二
0
-

0
年
四
月
1
五

伊
藤
若
沖
《
月
夜
白
梅
図
》

他

（
二
）
所
蔵
作
品
の
マ
ッ
ト
装

十
点
（
寄
託
作
品
二
点
を
含
む）

十
月）

四
点

点
（
寄
託
作
品
一

点
を
含
む）

②
「
死
な
な
い
た
め
の
葬
送
—
荒
川
修
作
初
期
作
品
展」
（
国
立
国
際
美
術
館、

二
0
1

0

年
四
月
—
六
月）

荒
川
修
作
《
も
う
ひ
と
つ
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア

2
》

他

③
「
静
け
さ
の
な
か
か
ら
ー
桑
山
忠
明
・

村
上
友
晴
ー」
（
名
古
屋
市
美
術
館、

二
0
1

0

④
「
池
田
龍
雄
ー
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
軌
跡」
（
山
梨
県
立
美
術
館
他、

二
0
1

0
年
六
月

|―
1
0
1
―

年一
二
月）

勅
使
河
原
宏
《
サ
イ
レ
ン
島》

他

二
点
（
寄
託
作
品
一

点
を
含
む）

⑤
「
ア
ジ
ア
の
か
ざ
り」
(
M
I
H
O

M
U
S
E
U
M、
―
1
0
1

0
年
七
月
1
八
月）

一

点
（
草
月
会
寄
託）

《
生
花
図
屏
風》

⑥
「
橋
本
平
八
と
北
園
克
衛
展」
（
三
重
県
立
美
術
館
他、

二
0
-

0
年
八
月
1
十
二
月）

北
園
克
衛
《
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

ポ
エ
ムゴ'
m
o
on
li
g
h
t
ni
g
h
t
 
in
 a
 ba
g"

よ
り》

他

⑦
「
M
A
s
k
s

仮
の
面」

若
林
奮
《
面》

（
足
利
市
立
美
術
館、

二
0
1

0
年
九
月
ー
十
月）

――――
一
点

⑧
「
江
戸
文
化
シ
リ
ー
ズ
N
o.
2
6

諸
国
崎
人
伝」
（
板
橋
区
立
美
術
館、

二
0
1

0
年
九
月
1

中
村
芳
中
《
白
梅
図
》

他

年
四
月
—
七
月）

村
上
友
睛
《
無
題
》

他

三
点

二
点
（
寄
託
作
品
一

点
を
含
む）
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⑮
「
岸
矩
か
ら
岸
駒
ヘ
ー
岸
駒
初
期
の
画
業
を
た
ど
る
ー」
（
富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
展

示
室‘
―
1
0
1

0
年
十
月
ー
十
一

月）

岸
駒
《
鶴
図
》

一

点

十
三
点
（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
寄
託）

⑩
「
武
家
と
玄
関

虎
の
美
術」
（
名
古
屋
城、

二
0
-

0
年
九
月
—
+
―

月）

曾
我
蒲
白
《
獅
子
虎
図
屏
風》

⑪
「
北
斎
生
誕
二
五
0
年
記
念
特
別
展

富
士
と
桜」
（
北
斎
館
他、

二
0
1

0
年
十
月
—
+

⑫
「
立
原
杏
所
と
そ
の
師
友」
（
茨
城
県
立
歴
史
館、
―
I
O
I

0
年
十
月
1
十
一

月）

立
原
杏
所
《
秋
郊
牧
牛
図
》

他

四
点
（
寄
託
作
品
二
点
を
含
む）

⑬
「
豊
年
万
作
！

農
耕
図
の
ナ
ゾ
を
解
け
！
ー
房
総
の
四
季
耕
作
図
と
農
具
絵
図
ー」
（
千

葉
県
立
房
総
の
む
ら

風
土
記
の
丘
資
料
館、

二
0
1

0
年
十
月
ー
十
一

月）

久
隅
守
景
《
四
季
耕
作
図
屏
風》

⑭
「
摘
水
軒
所
蔵

絵
で
見
る
江
戸
の
博
物
誌」
（
駿
府
博
物
館、

二
0
1

0
年
十
月
1
十
二

月）岡
本
秋
暉
《
都
鳥
図
》

他

一

点

一

月）

葛
飾
北
斎
《
千
絵
の
海

総
州
銚
子》

他

一

点

⑨
「
描
か
れ
た
隅
田
川」
（
江
戸
東
京
博
物
館、

二
0
-

0
年
九
月
—
＋
一

月）

菱
川
師
宣
《
角
田
川
図
》

他

四
点

十
三
点

一

点

点

⑯
「
歌
麿
・

写
楽
の
仕
掛
け
人
—
そ
の
名
は
蔦
屋
重
三
郎
—」
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館、

ニ

0
-

0
年
十
一

月
—
十
二
月）

喜
多
川
歌
麿
《
朝
顔
を
持
つ
美
人
図
》

他

⑰
「
浮
世
絵
＊
忠
臣
蔵
—
描
か
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
”�
ー」
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館、

二
0
1

0
年
十
一

月
ー
十
二
月）

烏
文
斎
栄
之
《
見
立
忠
臣
蔵
七
段
目
》
一

点

⑱
「
家
康
と
慶
喜
—
徳
川
家
と
静
岡」
（
静
岡
市
美
術
館、

二
0
1

0
年
十
二
月
—
二
0
-

一

年
一

月）

《
駿
府
城
下
行
列
図
屏
風》

⑲
「
琳
派
芸
術
ー
光
悦
・

宗
達
か
ら
江
戸
琳
派」
（
出
光
美
術
館、

二
0
―
一

年
一

月
1――

月）鈴
木
其
一

《サ
亡
野
図
屏
風》

⑳
「
耳
を
す
ま
し
て
ー
美
術
と
音
楽
の
交
差
点」
（
茨
城
県
近
代
美
術
館、

二
0
-
―

年
一

月
1
三
月）

恩
地
孝
四
郎
《
音
楽
作
品
に
よ
る
抒
情
N
o.
2
ボ
ロ
デ
ィ
ン
「
ス
ケ
ル
ツ
ォ
」
》

他

⑳
「
柴
田
是
真
ー
伝
統
か
ら
創
造
ヘ
ー」
（
豊
田
市
美
術
館
・

高
橋
節
郎
館、

二
0
―
一

年
ニ

月
—
四
月）

柴
田
是
真
《
貝
図
》

⑫
「
長
沢
芦
雪
—
奇
は
新
な
り」
（
M
I
H
O

M
U
S
E
U
M、

二
0
1
―

年
三
月
ー
六
月）

一

点

一

点

十
四
点
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公
開
日
数

利
用
人
数

三
0
日

ヽ
一

八
一

人

十
六

図
書
室
の
運
営

計

―
一

人

十
五

十
四

友
の
会

会
員

一
、

ニ
―
一

人
（
二
0
―
一

年
三
月
三
十
一

日
現
在）

喜
多
川
歌
麿
『
画
本
虫
撰』

よ
り
「
蜂
・

毛
虫」

他

計
八
五
件

(
-
)

写
真
の
貸
出、

撮
影
等（
所
蔵
品
の
特
別
利
用）

長
沢
芦
鳳
《
長
沢
芦
雪
像
》

⑳
「
印
西
市
合
併
記
念
美
術
展
覧
会」
（
印
西
市
文
化
ホ
ー
ル、

二
0
―
一

年
三
月）

岡
本
秋
暉
《
芙
蓉
孔
雀
図
》

他

一

三
点
（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
寄
託）

一

点

二
―

0
点

博
物
館
実
習

二
0
1

0
年
七
月
二
十
四
日
（
土）
、

二
十
七
日
（
火）
I
三
十
一

日
（
土）

1

0
大
学

． ．

!��ヽ
タさ •9氾こ

'.、 一

:·•. ゞ..... ·.とー ・

` t? ~ 7、・ ，＇ き

二
0
―
一

年
一

月
十
二
日
（
水）
I
-

月
二
三
日
（
日）

「
千
葉
大
学
普
遍
教
育
科
目
『
展
示
を
つ
く
る
B』
『
博
物
館
実
習
B』
「
実
習
展
示

※
千
葉
大
学
の
授
業
の
な
か
で 、

学
生
参
加
に
よ
り

企
画
さ
れ
た
展
覧
会 。
木
と
人
問
の
関
わ
り
を
テ
ー

マ
に
四
人
の
現
存
作
家
お
よ
び一
グ
ル
ー
プ
の
作
品
を
展
示 。

（―
-
日
問
／
入
場
者
四―
二
二
人）

（
一
）

特
別
企
画
展

一

八

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
い
な
げ

さ
や
堂
ホ
ー
ル

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
堂

講
座
室

二
0
四
日
（
三
二
団
体、

二
ニ
、

三
七
一

人）

九
一

日
（
一

般
四
三
日、

市
関
係
一

九
日、

美
術
館
二
九
日）

一

七
八
日
（
一

般
一

七
五
日、

市
関
係
二
日、

美
術
館
一

日）

八
0
日
（
一

般
四
六
日、

市
関
係
一

八
日、

美
術
館
一

六
日）

十
七

曇
直 : ; ; i 

施
設
の
利
用（
利
用
日
数）

2()l (II I II I2l l（水1．I l/2:(l l(I II 

繹響一

「ひととき」展会場

ひ
と
と
き」
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「
旧
神
谷
伝
兵
衛
稲
毛
別
荘」

「
ゆ
か
り
の
家
・

い
な
げ」

展
示
室

一

六、

七
六
一

人

制
作
室

七、

二
七
八
人

二
0
1
―

年
二
月
八
日
（
火）
I
二
月
二
0
日
（
日）

「
銅
版
画
の
森
ヘ

ー
ゴ
ヤ
・

ル
オ
ー
•

浜
口
陽
三
・

深
沢
幸
雄
ら
の
作
品
よ
り」

※
当
館
が
所
蔵
す
る
銅
版
画
の
な
か
か
ら
約
七
0
点
の
作
品
を
紹
介。

（
―

二
日
間
／
入
場
者
四
四
一

人）

（
二
）

施
設
の
利
用
者

（
三）

施
設
の
公
開（
公
開
H
数
と
見
学
者
数）

―

―1
0
八
日

二
九
五
日

八、

九
一

三
人

七、

七
八
一

人
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平成22年度利用者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

伊藤若沖ーアナザーワールドー 6,166 29,260 35,426 

MASKS仮の面 3,600 3,331 6,931 

田中一村新たなる全貌 7,118 54,048 61,166 

i 胃

プラティスラヴァ世界絵本原画展 4,806 5,907 2,010 12,723 

ギッタ ー ・コレクション展 2,885 11,685 14,570 

第42回千葉市民美術展覧会 4,721 4,721 

近代日本美術の百花 2,496 1,569 4,065 

江戸みやげ 6,238 29,547 35,785 

勅使河原蒼風と戦後美術 2,849 2,775 5,624 

わが心の千葉 4,707 23,617 28,324 

新収蔵作品展／ネフ ・ コレクション 1,061 1,524 2,585 

展覧会観覧者 計 2,496 13,973 58,807 6,449 17,931 77,665 4,806 5,907 4,895 12,746 1,524 4,721 211,920 

』〗
市民ギャラリ ー 564 2,152 2,314 2,308 1,015 1,488 1,870 1,422 537 8,701 22,371 

講座室 254 202 332 320 287 269 384 341 398 303 80 119 3,289 

講堂 288 433 650 571 771 580 591 439 337 3,422 349 100 8,531 

さや堂ホ ール 147 154 322 160 476 300 92 722 1,139 8,894 171 12,577 

貸出施設利用者 計 1,253 2,941 3,618 3,359 2,549 2,637 2,937 2,924 2,411 21,320 600 219 46,768 

そ 図書室 136 220 319 173 195 301 221 182 136 165 95 38 2,181 

〗盆
講座・講演会等 106 859 126 221 600 25 120 132 215 64 2,468 

コンサー ト・ワー クショップ等 23 83 28 609 967 30 310 2,050 

学校プログラム・実習等 66 293 285 33 369 361 235 103 118 1,863 

その他利用者 計 159 392 1,471 667 477 1,270 1,216 1,504 401 808 159 38 8,562 

美術館 利用者総計 3,908 17,306 63,896 10,475 20,957 81,572 8,959 10,335 7,707 34,874 2,283 4,978 267,250 

悶； 
ひととき 432 432 

銅版画の森へ 441 441 

展示室利用者 1,794 2,237 1,258 1,382 1,376 1,828 1,648 1,734 1,066 327 700 1,411 16,761 

了 制作室利用者 687 913 519 780 428 777 846 431 297 587 758 255 7,278 

芯げ
旧神谷伝兵衛稲毛別荘 617 1,121 647 640 464 791 886 1,140 591 807 644 565 8,913 

ゆかりの家・いなげ 723 921 510 479 274 570 589 1,434 444 709 620 508 7,781 

市民ギャラリ ーいなげ利用者総計 3,821 5,192 2,934 3,281 2,542 3,966 3,969 4,739 2,398 2,862 3,163 2,739 41,606 

（空欄は該当なし•利用不能を示す。）

45 



二
0
1
―

年
三
月――-
+―

日
発
行

編
集
•
発
行
ー
財
団
法
人
千
葉
市
教
育
振
興
財
団

千
葉
市
美
術
館

―＿
六
0
|
八
七――――――
千
葉
市
中
央
区
中
央=-
|
+
I
八

俎
話
0
四一1-
|-―――
一
ー
ニ
＝―
―
一
（
代）

制
作

印
象
社

千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要

採
蓮

第
十
四
号
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